
第２章 研究開発の内容 
 

     １ 研究体制 

     ２ SGH キックオフセレモニー（中止） 

     ３ 中高各学年の SGH 活動実施概要 

          （１）中学１年 

          （２）中学２年 

          （３）中学３年 

          （４）高校１年 

          （５）高校２年 

          （６）高校３年 

     ４ 課題研究 

(1)高校１年～地域課題研究 

(2)高校 2 年～異文化研究 

(3)高校 3 年～キャリアパス探究 

     ５ SGH クラブの活動 

           （１）SGH クラブ研究班（海外） 

         （２）SGH クラブ研究班（国内）  

           （３）SGH クラブディベート班  

      （４）SH クラブフランス語班 

     ６ 海外グローバル研修（中止） 

   ７  授業のシンカ 

           （１）学校設定教科目「CTP（Critical Thinking Program)」 

           （２）学校設定科目「グローバル情報」 

           （３）アクティブラーニング 

            

     ８ SGH 活動の成果の発表・普及・啓発 

           （１）課題研究発表会 

           （２）他校種への普及活動 

           （３）各種行事、講演会等での発表・大会、コンテスト等への参加 

           （４）各種広報活動 



 

 

１ 研究体制 

（１）研究開発組織図  

 

①運営指導委員 

・国際教養大学学長 鈴木典比古 氏（委員長） 

・目白大学人間学部児童教育学部 田尻信壹 氏 

・立教大学副総長 国際化推進機構長 池田伸子 氏 

・大学共同利用機関法人情報・システム研究機構極地研究所教授副所長  伊村智 氏 

・株式会社あしぎん総合研究所代表取締役社長 小又 正高 氏 

 

②グローバル教育統括アドバイザー 

・東京海洋大学教授グローバル教育研究推進機構 小松俊明 氏 

・宇都宮大学教授学長特別補佐 松金公正 氏 

 

③ SGH 推進部 

・部長 大嶋浩行、副部長 高久順、栗原啓子 

・（高校）高久順、清水紘治、川俣海瑠、片柳哲也、久保田一志、武田直樹、 

島田佐智夫、根岸良輔、青山均、木村晃子、吉永一行、戸田圭一、 

大嶋俊彦、岩田大輔、松井博司 

（中学）栗原啓子、富永恭子、石塚弘幸、高木利文 

・（SGH クラブ）大嶋浩行、高久順、清水紘治、川俣海瑠、片柳哲也、久保田一志、   

大和里美 

栗原啓子、富永恭子、石塚弘幸、高木利文 

・中高の教務主任、各学年主任、教科主任 

 

                   

（２）連絡協議会等 

ア 令和２(2020)年度 意見交換会 

（ア） 日時 令和２(2020)年10月29日（木） 

（イ） 本校校長室、オンライン 
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（ウ） 参加者 青柳育夫、吉川知宏、大嶋浩行、高久順 

 

イ 令和２(2020)年度 意見交換会 

（ア）日時 令和３(2021)年２月２日（火） 

（イ）場所 本校校長室、オンライン 

（ウ）参加者 青柳育夫、吉川知宏、大嶋浩行、高久順 

 

 

 

 

2 キックオフセレモニー（中止） 
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３ 中高各学年の主な SGH 活動実施概要 

（１）中学１年  SDGs 研究 「持続可能な社会にするために私たちにできることは何か」 

  ア ＳＤＧｓ研究「身近な環境問題について考えよう」「自分の地域の課題について考えよう」 

   ① 目的  身近な環境問題や地域の課題を「ＳＤＧｓ持続可能な開発目標」の視点か

ら考えるとともに、プレゼンテーションのスキルを学ぶ。 

   ② 日時 通年実施  

        発表① 令和２（2020）９月４日（金） 

旭城祭時に実施 

        発表② 令和３（2021）１月２６日（火） 

５，６，７校時 

   ③ 内容  SDGsの視点から身近な環境問題と、 

自分たちの住む地域の課題点をグループ 

で相談しながら今自分たちができることを研究し、発表を行う。 

   ④ 成果  小学校時で行ってきた総合での経験を活かしつつ、ＳＤＧｓの視点を入れ

て考察することで視野を広げることができた。また、パワーポイントでの発

表も慣れ、プレゼンテーション能力の育成も図ることができた。 

  イ SGHリレー講座 「田中正造 ～郷土の偉人に学ぶ～」 

   ① 目的  本校の SGH 活動の核となる「田中正造」について理解を深めるとともに、

SGH活動への興味関心を高める。       

      ② 日時  令和２(2020)年１１月２０日（金）６・７限目 

      ③ 場所  本校旭城ホール 

      ④ 対象  中１全生徒 

      ⑤ 講師  佐野市郷土博物館 

   館長 茂木 克美 様 

      ⑥ 内容  田中正造の生涯とその精神について、 

分かりやすく説明いただき、「足尾鉱毒 

事件」についても学習できた。 

      ⑦  成果  郷土の偉人田中正造翁についての功績 

を知り、「リーダーとは」という問いに対する答えを持つことができた。 

  ウ SGH足尾植樹活動 

   ① 目的  ・足尾での植樹体験や砂防事業についての見学や体験を通して、自然の大切 

さや環境問題の重要性を学ぶ。 

        ・環境問題を解決するために自分に何ができるのかを考え、積極的に取り組

んでいこうとする意欲を高める。 

      ② 日時  令和２(2020)年１１月２日（月） 

      ③ 場所  国土交通省 渡良瀬川河川事務所 

         足尾砂防出張所管内の山林 

         足尾町環境学習センター 

      ④ 対象  中１全生徒 

      ⑤ 内容  田中正造講話を聞き、フィールドワークとして 

現地を訪れ、NPO法人「足尾に緑を育てる会」 

の協力の下に植樹活動を行った。私たちの郷土 

栃木県を想い、「ふるさと」の合唱を実施した。 
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      ⑥ 成果  現地を訪れ足尾の環境問題に触れることで、ＳＤＧｓへの関心をより高め

ることができた。 

  エ SGHリレー講座 環境教育講話「世界のエネルギー事情とソーラークッカーの利用」 

   ① 目的  太陽熱を利用したソーラークッカーと、発展途上国におけるエネルギー事

情について理解する。        

      ② 日時  令和２(2020)年１１月６日（金） 

      ③ 場所  本校旭城ホール 

      ④ 対象  中学１年全生徒 

      ⑤ 講師  足利工業大学 工学部 中條祐一教授 

      ⑥ 内容  発展途上国におけるソーラークッカーに 

ついての役割を理解できた。 

      ⑦ 成果  ＳＤＧｓと関連する事柄だけに、世界の 

環境問題や貧困等の実状を知り、より意識を高めることができた。 

  オ 藍染めプロジェクト（全４回） 

   ① 目的  藍の苗の植え付け、管理、葉の収穫、すくも作り、藍建てという一連の体験

を通して、藍に対しての興味関心を高め、藍のサスティナブルな活用方法に

ついて考える。 

【事前講話】 

② 日時  令和２(2020)年６月９日（火）６・７限目 

      ③ 場所  本校第１体育館・校庭 

      ④ 対象  中学１年全生徒       

⑤ 講師  藍絽座 風間 幸造 様 

⑥ 内容  講話「田中正造と藍」「藍とは何か。」 

「藍のもつ力について」 

【藍栽培】 

② 日時  令和２(2020)年６月９日（火） 

７限目に植え付け 

令和２(2020)年１１月５日（木）すくも作り 

         令和３(2021)年１月２３日（土）藍建て 

         令和３(2021)年１月２８日（木）藍染め体験 

      ③ 場所  本校旭城ホール・校庭・総合創作室 

      ④ 対象  中１全生徒 

      ⑤ 内容  ・プランターに土を準備し、藍の苗の植え付 

けを行う。 

         ・水やりや葉の収穫、乾燥を行う。 

         ・温度、湿度管理を行い、すくも作りを行う。 

         ・クラスごとに染め液を作る。 

（毎日温度、ｐｈの管理を行う） 

         ・クラスごとにデザインを考え、Tシャツを染める体験を行う。 

         （各個人はハンカチを染める体験を行う。） 

      ⑥ 成果  藍の植え付け方や藍に関する講話を聞き、生徒達の興味関心が高まった。 

         SDGsと関連させて、サスティナブルな藍の活用方法を考えられた。 

また、こまめに水やりや葉の収穫を行い、生長を身近に観察し育てた藍で染

め液を作り、染め体験をしたことで藍の可能性について考える貴重な体験

になった。 
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（２）中学２年 ～ 日本の伝統文化と国際理解について探究しよう 

          さまざまな職業について知り、自分の将来について考えよう 

 

 ア 伝統文化教室「華道」 

  ① 目的   総合的な学習の時間「未来探究プログラム」の伝統文化に関する学習の一環 

として、華道の基礎を学ぶことにより、華道の意義や価値観を理解し、日本 

の伝統文化を理解し尊重する態度を育てる。 

  ② 実施時期 令和2(2020)年 6月～12月（全5回） 

  ③ 対象   中学２年全生徒 

  ④ 内容   第１回目：講話及びデモンストレーション 

          第２回目：実技①基本「たてるかたち」 

          第３回目：実技②基本「たてるかたち」 

          第４回目：実技③基本「かたむけるかたち」 

          第５回目：実技④基本「ひらくかたち」 

  ⑤ 成果   花を生ける上での基本を学び、花材の取り合わせやかたちの調和を楽しみつ 

つ植物の特徴や美しさを発見することができた。また、生徒それぞれが創造 

力を働かせて作品を完成させる喜びを知ることができた。 

 

 イ 職業についてのプレゼンテーション「働く人々と職業」 

  ① 目的  ・職場体験学習(マイ・チャレンジ)に向けて、職業についての理解を深める。 

                ・得た情報や知識を、聞き手により分かりやすく伝えるスキルを身に付ける。 

  ② 日時   令和2(2020)年 8月 30日（日）旭城祭 

  ③ 対象   中学２年全生徒 

  ④ 内容   パワーポイントを使った個人発表  

＊事後に４観点について自己評価を実施 

          観点：（ア）発表態度（話し方・声量など） 

            （イ）テーマ設定と発表内容 

            （ウ）パワーポイントの活用 

            （エ）その他（聞き手に伝えるための工夫など） 

  ⑤ 成果   各自が興味を持った職業について調べたことを聞き手に分かりやすく伝える 

にはどうすればよいかを考え、発表を行った。パワーポイントを効果的に使 

い、観客に質問するなど、聞き手を飽きさせないプレゼンテーションとはど 

のようなものかを理解することができた。 

 

 ウ 職業人講話・インタビュースキルトレーニング 

  ① 目的   職場体験学習(マイ・チャレンジ)に代わる 

キャリア・進路学習として、さまざまな職 

業に携わる職業人の話を聞きインタビュー 

することにより、職業の社会における役割 

や、社会で必要とされる力や考え方につい 

て学ぶ。 

  ② 日時   令和 2(2020)年 9月～11月 

  ③ 対象   中２全生徒 

         講師：高校教諭・幼稚園教諭・警察官・市役所職員・看護師・消防士 

         新聞記者・船長・デイサービスセンター所長・農業従事者（10名） 
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  ④ 内容   全５回 

         （ア）9月 2日（火）「働くこと」の目的と「職業・職種」について学ぶ 

         （イ）9月 8日（火）インタビュースキルトレーニング 

         （ウ）10月 13日（火）インタビュー内容を考える 

         （エ）11月 2日（月）職業人講話 

         （オ）11月 5日（木）講師の方に御礼の手紙を書く・振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤ 成果  今年度は職場体験学習（マイ・チャレンジ）が中止となったため、職業人講話を 

半日から１日に拡大しての実施となったが、働く目的について考えたり、普段接 

点の少ない中高の教員を職業人講話の講師に見立ててインタビューの練習を行っ 

たりすることで、効果的なインタビューの仕方や目上の方とのやりとりや、効果 

的なインタビューの仕方を学ぶ良い体験になった。 

 

 エ 伝統文化教室「歌舞伎鑑賞」 

  ① 目的   歌舞伎を鑑賞することで、日本の伝統文化を 

深く理解し、尊重する態度を育てる。 

  ② 日時   令和２(2020)年１１月４日（水）国立劇場 

  ③ 対象   中２全生徒 

  ④ 内容   （ア）高校社会科教員による歌舞伎講話 

          （イ）歌舞伎鑑賞 

          （ウ）日本の伝統文化と国際理解に関する 

探究活動・新聞づくり 

  ⑤ 成果  事前学習として、高校社会科教員を講師に招いて歌舞伎についての講話を聞き、 

演目の内容について学習したことで、歌舞伎の面白さを十分に味わうことができ 

た。事後の探究活動では、今年度体験した華道・歌舞伎の他にも和柄、相撲、落 

語など、それぞれに興味を持った日本の伝統文化・伝統芸能について調べたり、 

海外の文化と比較したりした上で、それらを今後どのように世界に発信していけ 

ばよいか、という提言にまとめ、新聞紙上で発表することができた。 
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（３）中学３年 ～課題研究（シンカゼミ）～

①シンカゼミ（課題研究）

ａ 目的 課題研究や発表の手法を学び、高校での課題探究活動への意識を高める。

ｂ 日時 通年、総合的な学習の時間（週２時間）

ｃ 対象 中３全生徒

ｄ 内容 ア ３つの分野（「環境・郷土」「職業・産業・福祉」「伝統文化・国際

理解」）の中から自ら課題を設定し、グループを決定する。

イ グループごとに調査、研究を進める。必要に応じて実験や調査、校

外でのフィールドワークを行う。

ウ パソコン室、図書室、タブレットなどを適宜使用する。

エ 分野ごとの発表会を実施し、担当教員や同グループの生徒による審

査・投票により、代表班を各分野から１班選出する。代表班は、高

校主催のＳＧＨ成果発表会で発表する。

＊今年度は、分野ごとの発表会を２月２日（火）、ＳＧＨ成果発表

会を３月３日（水）に実施。オンラインにて参観。

＜主な研究テーマ＞

分 野 主な研究テーマ

Ａ 環境･郷土 ・外来種対策 ～クビアカを撃退！～

・佐野市のリサイクルについて

・川に住む生物にとって住みやすい水質とは？

Ｂ 職業・産業・福祉 ・教育とコロナ ・米の消費量を上げる！

・空き家について ・足利市の芸術と文化の活動

・就業人口の少ない職業に活力を取り戻すために

Ｃ 伝統文化･国際理解 ・バレエはなぜ日本では親しんでもらえないのか？

・佐野文化とサブカルチャー ・佐野市の国際化

・外国人が住みやすい街づくりについて

ｅ 成果 ・身近な事柄に対する問題意識を持ち、主体的に問題解決の手立てを考

えたり実行したりすることができた。

・プレゼンテーションソフトを用いての効果的な発表の仕方を工夫し、

聞き手を意識したプレゼンテーションの力が身に付いた。

・高校の課題探究活動への関心や期待が高まり、良い動機付けとなった。

〈筑波小でのフィールドワーク〉 〈シンカゼミ中間発表会〉

〈「耳うどん」を用いて調理〉 〈シンカゼミ本発表会〉
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③平和学習

ａ 目的 世界で唯一原爆を投下された国として、その歴史を正しく理解し、平和

の大切さを再認識する。

ｂ 日時 令和２(2020)年１０月１３日（火）

ｃ 場所 旭城ホール

ｄ 対象 中３全生徒

ｅ 内容 国立広島原爆死没者追悼平和記念館にて日頃から被爆体験伝承者として

活躍されている講師の河内悦枝様から、原爆投下時の広島の様子や被爆

された方々の体験談を拝聴する。

ｆ 成果 原爆投下直後の広島の様子を聞くことにより、その悲惨な歴史を体感し、

平和の大切さについて深く理解することができた。

〈河内様による平和講話〉 〈生徒たちが作成した千羽鶴〉

④修学旅行

ａ 目的 ・日本の文化、経済、産業、歴史などの重要地を訪れることにより、視

野を広め、見聞を深める。また、グローバル社会の中で、日本文化の

素晴らしさを再認識し、それを伝承していくことの大切さを学ぶ。

・戦争の悲惨さを知り、正義と平和を愛する心をもった国際人として活

躍できる真のリーダーとしての精神を育む。

ｂ 日時 令和２(2020)年１１月３日（火）～５日（木）

ｃ 場所 関西方面（奈良・京都）

＊例年は広島も訪問していたが、新型コロナウイルス感染拡大を防

ぐために、今年度は中止。

ｄ 対象 中３全生徒

ｅ 内容 ・学年全体での奈良・京都研修

・京都班別研修・京都クラス別研修

・英語での修学旅行記の作成

ｆ 成果 ・未知の日本の文化、歴史がまだたくさんあることに気づき、さらに視

野を広げたり、学びを深めたりしようと考える良い契機となった。

・修学旅行記を作成し展示することで、修学旅行で自分が学んだことを

英語で保護者や同級生に伝えることができた。

〈奈良や京都での寺社の見学〉 〈英語で修学旅行紀の作成〉
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（４）高校１年 

ア 課題研究 

① 目的 地域課題を研究することを通して、研究とは何かを理解させる。 

② 日時 令和 2年(2020)年 4月～令和 3(2021)年 3月 

③ 内容 下記の通り 

④ 成果 １年生全員が地域社会の課題を研究し、発表をすることができた。今年は新型コ

ロナウィルス感染症の影響で、グループ研究から個人研究へと例年とは異なる取り

組みがなされたが、生徒一人ひとりに担当者がつき、丁寧に指導することで、生徒

たちは研究方法の概略を理解することができた。また、週１回の研究やフィールド

ワークをゼミ（グループ）形式で行っているので、個人での成果をゼミ内で共有し、

互いに意見し合うことで、研究を論理的にまとめようとする力や情報に対して批判

的に試行する力、協同して課題を解決しようとする力がついた。さらに、地域に目

を向けることで身近なところで起こっている社会現象に興味を持つようになった。 

 

   高１地域課題研究実施内容 

回 月 日 実施内容 

  ４月  ９日（木） ※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため休校 

 ４月１４日（火） 同上 

 ４月１６日（木） 同上 

 ４月２３日（木） 同上 

 ４月３０日（木） 同上 

  ５月  ７日（木） 同上 

  ５月１４日（木） 同上 

  ５月２１日（木） 同上 

  ５月２８日（木） 同上 

第１回  ６月  ４日（木） コンピテンシーアンケート 

作文「COVID-19感染拡大をめぐる状況から考える」 

第２回  ６月１１日（木） 課題研究オリエンテーション 

第３回  ６月１８日（木） 課題研究① 新聞記事を用いてのグループワーク（社

会に関心の目を向ける） 

第４回  ６月２５日（木） 課題研究② 『課題研究メソッド』をテキストに、研

究方法を説明。 

第５回  ７月  ２日（木） 卒業生シンポジウム 

第６回  ７月１６日（木） 課題研究③ 本校の設定する６領域のガイダンス 

第７回  ７月３０日（木） 課題研究④ 研究所属領域・仮テーマ提出 

  ８月  ３日（月） フィールドワークの日 

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止 

第８回 ８月２０日（木） 課題研究⑤ テーマと仮説を設定する。 

第９回  ９月  ３日（木） 地域リーダーズシンポジウム 
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第１０回  ９月１０日（木） 課題研究⑥ 領域別に分かれ、個人で研究を深める。 

第１１回  ９月１７日（木） 課題研究⑦ 領域別に分かれ、個人で研究を深める。 

第１２回  ９月２４日（木） 英語プレゼンテーションコンテスト 

第１３回 １０月  １日（木） 課題研究⑧ 領域別に分かれ、個人で研究を深める。 

第１４回 １０月１５日（木） 課題研究⑨ 領域別に分かれ、個人で研究を深める。 

第１５回 １０月２２日（木） 課題研究⑩ 領域別に分かれ、個人で研究を深める。 

第１６回 １０月２９日（木） 課題研究⑪ 領域別に分かれ、個人で研究を深める。 

第１７回 １１月  ５日（木） 課題研究⑫ 領域別に分かれ、個人で研究を深める。 

第１８回 １１月１２日（木） 課題研究⑬ 領域別に分かれ、個人で研究を深める。 

第１９回 １１月１９日（木） 課題研究⑭ 個人で研究を深めつつ、学年フィールド

ワークへの準備も行う。 

第２０回 １２月  ３日（木） 課題研究⑮ 個人で研究を深めつつ、学年フィールド

ワークへの準備も行う。 

第２１回 １２月１０日（木） 学年フィールドワーク 

第２２回 １２月１２日（土） 学年フィールドワーク 振り返り 

第２３回 １２月１７日（木） ＧＰＳアカデミックテスト 

第２４回   １月１４日（木） 課題研究⑯ 領域別に分かれ、個人で研究を深める。 

第２５回   １月２１日（木） 課題研究⑰ 領域別に分かれ、個人で研究を深めつ

つ、課題研究発表会への準備を行う。 

第２６回   １月２８日（木） 課題研究⑱ 課題研究発表会への準備、ポスター作製

を行う。 

第２７回   ２月  ２日（火） 課題研究発表会 

第２８回   ２月 ３日（水） 課題研究発表会 

第２９回   ２月 ４日（木） 課題研究⑲ 課題研究のまとめ・見直し 

第３０回   ２月２５日（木） 課題研究⑲ 成果発表会の準備 

第３１回   ３月 ３日（水） 課題研究発表全体会 

第３２回 ３月１８日（木） １年の反省・まとめ 
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第  １回 　６月　４日（木） 課題研究オリエンテーション

第  ２回 　６月　５日（金） コンピテンシーアンケート（COVID-19について作文)

第  ３回 　６月１１日（木） 教科書要約

第  ４回 　６月１２日（金） テーマ決め①（キーワート抽出）

第  ５回 　６月１８日（木） テーマ決め②（キーワートマッピング）

第  ６回 　６月１９日（金） テーマ決め③（キーワードロジックツリー）

第  ７回 　６月２５日（木） 文献調査

第  ８回 　６月２６日（金） キーワードマッピング・ロジックツリー制作①

第  ９回 　７月　２日（木） キーワードマッピング・ロジックツリー制作②

第１０回 　７月１６日（木） キーワードマッピング・ロジックツリー制作③

第１１回 　７月３０日（木） 研究テーマ決定

第１２回 　８月２０日（木） 研究手法確認①

第１３回 　８月２７日（木） 研究手法確認②

第１４回 　９月　３日（木） 個人研究①（中間発表会用ポスター製作①）

第１５回 　９月　４日（金） 個人研究②（中間発表会用ポスター製作②）

第１６回 　９月１０日（木） 個人研究③（中間発表会用ポスター製作③）

第１７回 　９月１１日（金） 個人研究④（中間発表会用ポスター製作④）

第１８回 　９月１７日（木） 個人研究⑤（中間発表会用ポスター製作⑤）

第１９回 　９月１８日（金） 中間発表会①

第２０回 　９月２４日（木） 文献調査①

第２１回 　９月２５日（金） 中間発表会②

第２２回 １０月　１日（木） 文献調査②

第２３回 １０月　２日（金） 中間発表会③

第２４回 １０月　９日（金） 中間発表会④

第２５回 １０月１５日（木） 個人研究①（成果発表会用①）

第２６回 １０月１６日（金） 個人研究②（成果発表会用②）

第２７回 １０月２２日（木） 個人研究③（成果発表会用③）

第２８回 １０月２３日（金） 個人研究④（成果発表会用④）

第２９回 １０月２９日（木） 個人研究⑤（成果発表会用⑤）

第３０回 １０月３０日（金） 個人研究⑥（成果発表会用⑥）

第３１回 １１月　５日（木） 個人研究⑦（成果発表会用⑦）

第３２回 １１月　６日（金） 個人研究⑧（成果発表会用⑧）

（５）高校２年　～異文化研究～
　ア　課題研究

　　①　目的　地域課題研究で設定したテーマについて、世界の国々では
　　　　　　　どのようなことが課題になっているのか調査、研究する。
　　　　　　　（例年であれば上記の内容で研究を行っているが、今年度
　　　　　　　　に限り、地域・個人改題研究とし、世界の先進国との対
　　　　　　　　比とした）

　　②　日時　令和２（2020）年６月～令和３年３月
　　③　内容　下記の通り
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第３３回 １１月１２日（木） 個人研究⑨（成果発表会用⑨）

第３４回 １１月１３日（金） 個人研究⑩（成果発表会用⑩）

第３５回 １１月１９日（木） 個人研究⑪（成果発表会用⑪）

第３６回 １１月２０日（金） 個人研究⑫（成果発表会用⑫）

第３７回 １２月　３日（木） 個人研究⑬（成果発表会用⑬）

第３８回 １２月　４日（金） 個人研究⑭（成果発表会用⑭）

第３９回 １２月１０日（木） 個人研究⑮（成果発表会用⑮）

第４０回 １２月１１日（金） 個人研究⑯（成果発表会用⑯）

第４１回 １２月１７日（木） 個人研究⑰（成果発表会用⑰）

第４２回 １２月１８日（金） 個人研究⑱（成果発表会用⑱）

第４３回 　１月１５日（金） 成果発表会用ポスター作成①

第４４回 　１月２１日（木） 成果発表会用ポスター作成②

第４５回 　１月２２日（金） 成果発表会用ポスター作成③

第４６回 　１月２８日（木） 成果発表会用ポスター作成④

第４７回 　１月２９日（金） 成果発表会用ポスター作成⑤

第４８回 　２月　２日（火） 学年別成果発表会

第４９回 　２月　３日（水） 学年別成果発表会

第５０回 　２月　４日（木） 課題研究パワーポイント作成①

第５１回 　２月　５日（金） 課題研究パワーポイント作成②

第５２回 　２月２５日（木） 課題研究パワーポイント作成③

第５３回 　２月２６日（金） 課題研究パワーポイント作成④

第５４回 　３月　３日（水） 課題研究発表全体会

②台湾グローバル研修（コロナのため中止）
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（６）高校３年～ グローバル発展「キャリアパス探究」 

ア「キャリアパス探究」 

① 目的 ２年間取り組んできた、「地域課題研究」、「異文化研究」についてまとめ、

卒業後、大学等で引き続き追究したい内容について考え、自分の進路に関し

て宣言文を作成し、考えを深める。 

② 対象 高校３年全生徒 

③ 研究の方法 

 担当の指導を受けながら、以下の Stage の順に作業を進める。 

Stage１  １，2 年次の課題研究のまとめ：2 年間の取組を整理する。 

Stage２ 「学びの計画書」の作成：Stage1 を元に高校卒業後の自分の学びの計画を

立てる。 

Stage３ 「シンカ宣言」の作成：3 年間の学びを踏まえ、「将来自分はこうありたい」

という思いを英語で宣言する。 

    ４月：緊急事態宣言発令による休校 

５月：緊急事態宣言発令による休校 

６月：「キャリアパス探究」に関する説明、Stage1 開始 

７月：Stage1、Stage2、指導教員との個別面談 

８月：Stage2、Stage3を進める。指導教員との個別面談 

９月：Stage3の完成、提出 

④ 取組状況 

入学以来２年間取り組んできた課題研究のダイジェストを、｢課題研究の振り返り｣

（Ｂ４用紙１枚）及び｢わたしの学び計画書｣（Ａ４用紙１枚）にまとめ、両者を統合

したものを｢わたしのシンカ宣言｣（Ａ４用紙１枚。大学以降の探究、そして自らの人

生、生き方につなげ、宣言文にする）にまとめた。 

本活動の目的は、これまで取り組んできた課題研究を振り返り、SDGs（持続可能な

開発目標）の解決に向けて自分の何が生かせるか、どう貢献していきたいか。自分の

キャリアパスを考えることにある。１月の生徒アンケートでは、佐高の伸ばしたい６

の力のうち⑤「英語で伝える力」と⑥｢グローバル社会に貢献する高い志｣が高１年次

から高３年次にそれぞれ段階的に大きく伸びている。その他の５つの力についても、

全てにおいて上昇しており、本活動の有用性が示されている。 
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４ 課題研究 

（１）高１「地域課題研究」の実践 

   授業時間  総合的な学習の時間（１単位、木曜７時限） 

         内容によっては、ＣＴＰ（木曜６限）と合わせて、２コマ連続で実施 

   対象    高校１年生 

   目標    「田中正造型」グローバルリーダーの資質・能力の育成 

   主な授業内容 

第１回 作文「COVID-19感染拡大をめぐる状況から考える」 

 ① 目的 新型コロナウィルス感染症について考え、そこから社会へ関心の目を向ける。 

 ② 日時 令和 2(2020)年６月４日（木）７限目 

 ③ 内容 課題研究に取り組むにあたり、今回社会が直面した未曾有の危機について考え、そ

こから社会へ関心の目を向ける。新型コロナウィルス感染症の情報や報道の内容を

情報収集し、自分の意見を作文としてまとめることで、自分がどんな分野に関心が

あるのかをメタ認知する。 

 ④ 成果 生徒にとって近々の話題であり関心が高い題材であったため、取り組みは非常に良

かった。また、作文の題材は同じであったが、内容は生徒個人によって多岐にわた

り、自分がどの分野に関心があるのかをメタ認知する良い機会となった。この成果

を踏まえ、社会（地域）の課題に目を向け、研究へと踏み出す良いアプローチにも

なった。 

      以下、生徒の作文の主な内容（主題） 

      ・新型コロナウィルス感染症による人体への影響について 

      ・新型コロナウィルス感染症による感染者への差別について 

      ・新型コロナウィルス感染症による報道の在り方について 

      ・新型コロナウィルス感染症による休校中の教育のあり方について 

      ・新型コロナウィルス感染症による休校中の遠隔授業について 

      ・新型コロナウィルス感染症による働き方（リモートワーク）について 

      ・コロナ禍における高齢者や社会的弱者へのケアについて 

      ・コロナ禍における法整備について 

      ・コロナ禍における特定の業種への補償について 

 

 

第２回 課題研究オリエンテーション 

 ① 目的 今年のＳＧＨ活動（課題研究）の流れを理解する 

 ② 日時 令和 2(2020)年６月１１日（木）７限目 

 ③ 内容 本校のＳＧＨ構想（右図）と、定める６領域の説明を行い、 

１年におよぶ地域課題研究のマップを理解させる。 

 ④ 成果 高校一年生がこの一年間でどのような活動をしていくのか、 

大きな方向性や意義について理解させることができた。 

                              佐野高校・同附属中学校 

ＳＧＨ構想 
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第３回 課題研究① 新聞記事を用いてのグループワーク（社会に関心の目を向ける） 

 ① 目的 第２回で説明した６領域の理解を互いに確認するとともに、社会の出来事に関心の

目を向ける。 

 ② 日時 令和 2(2020)年６月１８日（木）７限目 

 ③ 内容 自分が関心を持った新聞記事や、学校側からサンプルとして示した新聞記事を持ち

より、系統ごとにグループ化することによって、第２回で説明した６領域の理解を

互いに確認させる。また様々な新聞記事に目を通すことによって、社会が抱える問

題や課題について関心を持たせる。 

 ④ 成果 作文「COVID-19感染拡大をめぐる状況から考える」で、社会を取り巻く問題や課題

などについて考えたこともあり、生徒の取り組みは良く、グループワークをするこ

とで新聞記事の内容について生徒同士で意見を交わし、社会の出来事についての関

心を高めることができた。また、領域ごとにグループ化していくことで、前回説明

を受けた６領域の枠組みを確認することができた。 

 

第４回 課題研究② 『課題研究メソッド』をテキストに、研究方法を説明。 

 ① 目的 研究手法やリサーチクエッションについて、またフィールドワークの意義について

理解する。 

 ② 日時 令和 2(2020)年６月２５日（木）７限目 

 ③ 内容 『課題研究メソッド』を用いて、研究とは何か、その意義等について理解する。 

 ④ 成果 地域課題研究に不可欠なフィールドワークを行うための考え方の基礎を学ぶことが

できた。また、リサーチクエッションとは何か、研究とは何かについて、テキスト

に沿って学ぶことができた。ただし、今年は新型コロナウィルス感染症拡大防止の

ため、この時点でのフィールドワークはできず、また今後の再開の見通しも立たな

いため、フィールドワークの活動計画を立てることもできず、生徒にとって実感を

持って理解させることは出来なかった。 

 

第５回 卒業生シンポジウム 

 ① 目的 本校ＳＧＨプログラム課題研究に意欲的に取り組んだ令和２(2020)年３月卒業生を

招く。シンポジストとしてプレゼン及び質疑応答を分科会形式で行うことを通して、

高校 1 年生がＳＧＨ地域課題研究の具体的な研究テーマを決定するきっかけとする。 

 ② 日時 令和 2(2020)年７月２日（木）６・７限目 

③ 内容 （１）  １３：３０ シンポジスト来校（ZOOM準備） 

         シンポジスト（2020年３月卒業生） 

         スリランカ班：茂木愛唯・大芦さくら・須藤彩・若田部亜季美 

         米 粉 班：河野航平・神林拓未・束原陸・清水楓菜 

         台 湾 班：松澤あさひ・西川紗生・坂井里衣・新井里梨 

         教 育 班：新井康平・古橋愛唯・杉江悟 

（２）  １３：５５～１５：３５  

①13:55-14:45 (１回目)［６時限目］ 

②14:55-15:45（２回目）［７時限目］    
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※シンポジストによる講演は１年１組で行い、各クラスに ZOOMで映像を配

信する。 

※教室ごとにタブレットを用意し、シンポジストに質問できるようにする。 

（３） １６:０５～１６:４５ 情報交換会（シンポジウム終了後、情報交換会、

選択教室③） 

 

 ④ 成果 昨年まで在籍していた本校生（卒業生）ということもあり、生徒は熱心に話を聴く

姿勢が見られた。スリランカ班の茂木さん、大芦さん、須藤さん、若田部さんから

は、どうしてスリランカに目を向けるようになったのか（動機）や、国際比較をす

る上での注意点など、分かりやすく説明していただいた。米粉班の河野さん、神林

さんからは、佐野市の方々と連携をして商品開発を行ったこと、その商品を学校祭

（旭城祭）で販売し、マーケティング調査を行ったことなどのお話を紹介していた

だいた。台湾班の松澤さん、西川さん、坂井さん、新井さんからは、現地（台湾）

に行った際に、どのような調査を行ったか、また、日本から台湾にどのようなアプ

ローチを図って研究を進めたかを紹介していただいた。教育班の新井さん、古橋さ

ん、杉江さんからは、あらためて研究手法の大切さや、アンケート調査をする際の

留意点、そして情報を扱う上で、その信憑性などを十分吟味することの大切さなど

も教えていただいた。どの班の先輩方からも、共通して「まず学校から飛び出して、

現場に赴く（フィールドワークをする）大切さを認識してほしい。」という話があ

った。高校生たちも、（コロナ禍でフィールドワークの目途は立たないながらも）

研究を進める上での良き指針となり、意識を高めることができた。 

 

 〈シンポジウムの様子〉 
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第６回 課題研究③ 本校の設定する６領域のガイダンスと仮テーマ検討 

 ① 目的 本校の設定する６領域の確認を改めて行い、仮の研究テーマを検討する。 

 ② 日時 令和 2(2020)年７月１６日（木）７限目 

 ③ 内容 前回の卒業生シンポジウムの振り返りと６領域の確認を行い、自分の今の関心や考

えを基に仮テーマを検討する。 

 ④ 成果 課題研究メソッドで確認した事項と卒業生シンポジウムでの先輩方の講話の内容に

関連性が見られたこともあり、生徒の振り返りもスムーズに行えた。今年は例年の

グループ研究ではなく個人研究となるため、個人のテーマの内容も多岐にわたり、

担任や担当教員との打ち合わせを密に行う必要性があるが、その時間的余裕と教員

側の人数的な余裕が現状確保できないなどの課題も浮き彫りとなった。 

 

第７回 課題研究④ 研究所属領域・仮テーマ提出 

 ① 目的 研究所属領域と仮テーマを決定する。 

 ② 日時 令和 2(2020)年７月３０日（木）７限目 

 ③ 内容 ６領域の中で課題設定可能なものを選ぶ。また、自分のテーマを仮として設定し、

生徒同士で研究の見通しがつくかどうかを検討しあう。また、担当教員とも個別に

検討する。 

 ④ 成果 自分の所属領域を決定することができた。また、自分の設定した仮テーマが研究可

能なものかを検討することにより、より良いテーマの設定に近付くことができた。 

 

第８回 課題研究⑤ テーマと仮説を設定する。 

 ① 目的 テーマと仮説を設定する。生徒同士でテーマと仮説を発表し合い、意見交換し、内

容の妥当性を検討する。 

 ② 日時 令和 2(2020)年８月２０日（木）７限目 

 ③ 内容 先行研究などを調査したうえで、テーマと仮説を設定する。その後、生徒同士でテ

ーマと仮説を発表し合い、意見交換し、内容の妥当性を検討する。また、並行して

担当教員と面談を行い、テーマ設定の妥当性について検討する。 

 ④ 成果 例年であれば仮説を設定する際にリサーチクエッションを明確にする作業を行って

いるが、今年は例年実施している夏休みのフィールドワークも新型コロナウィルス

感染症拡大防止のため行うことができず、的確にリサーチクエッションを設定でき

る生徒は多くなかった。その中でも、生徒たちは自宅や学校のパソコン、各自のス

マートフォンなどを用いて資料を検索したり、電話やメールでインタビュー（取材）

をしたりし、なんとかテーマと仮説を決定するに至った。 

 

第９回 地域リーダーズシンポジウム 

 ① 目的 地域の様々な分野のリーダーを講師として招き、専門的な話を聞き、生徒が自分の

研究を進める際の参考とする。 

 ② 日時 令和 2(2020)年９月３日（木）６・７限目 

 ③ 内容 地域のリーダーから６領域に分かれてそれぞれの分野の専門的な話を聞き、質疑応

答を行う。 
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 〈領域及び講師〉 

領域 氏名（敬称
略） 

所属（役職名） 研究または活動内容 

①災害・公
害からの復
興 

玉井 成美 
佐野からあげ協会会長 
株式会社なるねこ代表取締役 

令和元年台風 19号で被災。市
民レベルで共助体制を構築。 

②自然・生
命 

飯郷 雅之 
宇都宮大学農学部教授、環境
文化都市やいた創造会議アド
バイザー 

魚類・カラス類の研究、市民
協働型生物多様性調査、
Scienceカフェ。 

③食料・エ
ネルギー・
水 

中里 聡 中里建設㈱ 代表取締役 
JICA インドネシア事業で水
道水質の改善事業。唐沢山神
社奉仕活動。 

④環境と経
済・法律 

吉川 千福 ㈱吉川油脂 代表取締役 
家庭用廃油の 100％リサイク
ル事業。天ぷら油をエタノー
ル燃料へ。 

⑤まちづく
り・コミュニ
ティ 

吉澤 章裕 
空港ｻｰﾋﾞｽ㈱代表取締役 葛
生 jr ﾘｰﾀﾞｰｸﾗﾌﾞ、ﾋﾟｰｽﾎﾞｰﾄ船
内講師他多数 

ケニア・スラム街の子どもの
人権活動、葛生 Film コミッ
ション等多数。 

⑥教育・人
権・文化 

中山 昌樹 
認定こども園あかみ幼稚園理
事長 

こども園を中心とした新た
な地域コミュニティ創り、子
育て支援等。 

 

 ④ 成果 地域のリーダーから専門的な話を聞くことで、知識を得ただけでなく考え方を学ぶ

ことができた。教師からではなく実際に働いている人の言葉を聞くことができ、生

徒たちは大いに感化された。講演後の情報交換会に生徒も参加し、講演中は聞くこ

とができなかった個人的な質問も踏まえて話すことができた。 

新型コロナウィルス感染症拡大防止のためフィールドワークができず、研究が思う

ように進められない事情を踏まえ、講師の方々は「いつでも協力する。」、「呼んでく

れれば何度でも学校に手伝いに来る。」とも仰ってくださり、地域の方々の本校生を

応援してくださるお気持ちと頼もしさに、生徒たちも教員も励まされる思いであっ

た。 

なお、当初の予定では、例年より期日を約１か月前倒しした５月１４日（木）であ

った。講師の方々には当初の日程からの変更に柔軟に対応していただいた。 

また、例年より全体の時間を約５０分増やし、各講師の講話の時間を２０分とした。

それにより、例年よりも講師の方のお話をじっくりと聞くことができ、内容を深め

ることができた。 
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 〈シンポジウムの様子〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈生徒の感想〉 

「大きな問題でもコツコツと行うことで解決の大きな一歩になると強く感じた」 

「先入観を持たず、広い視野と様々な視点を持ち今後の研究をすすめていきたい」  

「課題研究を通して様々なことを吸収し、明るい未来を示せる人材になりたい」 

「それぞれの言葉で地域資源を住民自身がそれと認識することが大切と話されていた」 

「変えるためには、外部の人が言っても変わらない、外部と連携して中の人が言う！」 
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第１２回 英語プレゼンテーションコンテスト 

 ① 目的 生徒の身近な課題に仲間と話し合い、企画を考え、プレゼンテーションを行うこと

で、自らの考えを表明する楽しさを体験し、英語を用いたプレゼンテーションスキ

ルの向上を図る。 

 ② 日時 令和 2(2020)年９月２４日（木）６・７限目 

 ③ 内容  

      １３：５５～１４：００ 開会 

      １４：００～１４：０８ 発表①（発表３～５分、質問２分、出入り１分） 

                  発表②～⑦ 

      １５：００～１５：１５ 審査結果の発表・表彰・講評 

                  審査員：学校長・ＳＧＨ部長・１学年英語科 

 ④ 成果 今回発表する７チームはすでにコミュニケーション英語Ⅰの授業時に選出された代

表の班であり、一度授業時に発表を行っているため、役割分担や進行などはスムー

ズに行えた。今年は新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、様々な学校行事や

学年行事が中止されていることもあり、他クラスの生徒の活動を学年全体で共有で

きる貴重な機会にもなった。 

      発表した生徒は、緊張しながらも堂々と英語でプレゼンテーションを行うことがで

き、聞く側の生徒たちも実際に同学年の生徒の発表を見ることで、高いプレゼンテ

ーション能力や英語力を養うことができた。 

 

 〈生徒の感想〉 

「授業で発表した時より緊張してしまい、早口になってしまった。また、手元の原稿ばかりを見

て話してしまったため、次回はなるべく前を向いて話せるようにしたいと思った。」 

「緊張したが、上手くできてよかった。終わった後に友人から褒めてもらい、頑張ってやってよ

かったと思った。」 

「代表の班の人たちの英語力の高さに驚いた。自分も英語を勉強しなければならないと思った。」 

「英語が早口で聞き取れない班もあったが、丁寧にゆっくり説明してくれる班や、絵やジェス

チャーで伝えてくれた班もあり、プレゼンテーション能力も大事なんだと思った。」 

「英語で発表していた人たちもすごかったが、それを聞いて質問している人たちもすごいと思

った。」 
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〈発表グループメンバーおよびプレゼンテーションタイトル〉 

 

Order 

発表順 

Team 

チーム名 

Student 

Number 

生徒番号 

Name 

生徒氏名（英語） 

Title 

タイトル 

Title in 

Japanese 

日本語タイトル 

 

１ 

 

私たちの

蒼い地球 

1405 UCHIMURA YUNOSUKE How to get our school 

to achieve a Guinness 

World Record 

どうやって佐高

がギネス世界 

記録を取るか 

1403 IWAKAMI WATARU 

1420 TASHIRO AYUMI 

 

２ 

 

アナマリア 

1102 ISHIZUKA RINKA How to make our 

school the most 

famous in the world 

学校を世界一有

名にする方法 

 

1120 SEKIME KEITA 

1126 NAGASHIMA SONO 

 

３ 

 

 

consent 

1106 OHSAWA NANO How to earn 100,000,00 

yen with all the 

students in our school 

全校生徒で１億

円稼ぐ方法 1122 TANAAMI KOUKI 

1129 NAKAMURA KOKORO 

 

４ 

 

N.H.K. 

1331 HIRAKAWA HARUKA Think of the only 

club activity in 

Japan 

日本で唯一な 

部活動を 

考えてみる 

1303 ARAKAWA NARU 

1318 SARUHASHI KOUDAI 

 

５ 

 

Pipikaula 

1226 NAGASHIMA CHIZUKA How to get our school 

to achieve a Guinness 

World Record 

どうやって佐高

がギネス世界 

記録を取るか 

1220 SHIMOFURE MOTOZUKU 

1223 TAKAYAMA YUTO 

 

６ 

Team                

K.S.N 

1215 KUROSAKI MEI How to earn 100,000,00 

yen with all the 

students in our school 

全校生徒で１億

円稼ぐ方法 1222 SEKIZUKA YAMATO 

1229 NIWANO AKIO 

 

７ 

Ikemen is 

justice! 

1402 ARAI MIZUKI How to get our school 

to achieve a Guinness 

World Record 

どうやって佐高

がギネス世界 

記録を取るか 

1417 SHIBUYA SUMIRE 

1311 MAINA KAWAKAMI 
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第２１回 学年フィールドワーク 

 ① 目的 本校のＳＧＨの課題研究のテーマである「持続可能な社会の実現」を目指し、社会

課題を発見・設定する上で必要となる資質や能力を高める。 

 ② 日時 令和２(2020)年１２月１０日（木）終日（１～７限） 

 ③ 行先（方面） 

   （ア）栃木県芳賀郡茂木町（ふみの森もてぎ・もてぎプラザ・美土里館） 

      内容：町長講話、ふみの森もてぎ・美土里館見学 等 

      領域：【３食料・エネルギー・水】、【５まちづくり・コミュニティ】 

 

   （イ）国際医療福祉大学（大田原市） 

      内容：視察、講話 

      領域：【２自然・生命】、【６人権・教育・文化】 

 

   （ウ）吉川油脂（佐野市）・織物関連遺産（桐生市）・足利まちなか遊学館（足利市） 

      内容：講話、のこぎり屋根工場群見学、ミニ・シンポジウム 

      領域：【１災害・公害からの復興】、【５まちづくり・コミュニティ】 

 

   （エ）栃木県庁・フードバンクうつのみや・とちぎボランティアネットワーク 

栃木県国際交流協会・とちぎスポーツ医科学センター・カンセキスタジアムとちぎ 

内容：講話、施設見学、インタビュー 

領域：【４環境と経済・法律】、【１災害・公害からの復興】、【６人権・教育・文化】 

    

 ④ 成果  

   （ア）栃木県芳賀郡茂木町（ふみの森もてぎ・もてぎプラザ・美土里館） 

    茂木町商工観光課観光係の田中のり子様にアテンドしていただき、ふみの森もてぎ、も

てぎプラザ、美土里館などを見学させていただいた。ゆずもホールでは茂木町長古口達

也様、茂木町企画課企画係為永崇志様、商工観光課商工係白田拓也様に講話をいただい

た。 

古口町長のお話では、「自分で考えることが何より大切。しかし、学びの素地がないと自

分で考えることはできない。だから今しっかりと学習に努めてほしい。」といった内容も

あり、生徒の価値観を揺さぶる良いきっかけとなった。 

また、美土里館ではゴミとされる落ち葉と、高齢者を結び付ける取り組みなどを紹介し

ていただき、生徒たちにとっては大変参考になった。 
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 〈フィールドワークの様子〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈生徒の感想〉 

「美土里館の取り組みで、地域の住民とこれだけ協力しながら環境問題を解決できるのはすご

いと思いました。このような施設を作るためには、たくさんのメリットを提示して、地域の方々

と連携をしなければならず、難しいことだと思いますが、佐野市でも同じような取り組みがで

きればいいなと思います。」 

「町民から落ち葉を買い取ることで、結果的に町民の健康を支えることに繋がっているという

ことに驚いた。」 

「町長さんのお話が心に残った。話の中に、勉強の大切さと、友人の大切さについてがあり、あ

らためて自分もそれらを大切にしていこうと思った。」 

「美土里館の、今までゴミとされていた落ち葉をたい肥に変えて売るという取り組みは、自分

の研究しているフードロスにも当てはまる考え方だと思った。」 
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（イ）国際医療福祉大学（大田原市） 

    医療福祉という現場でどのような仕事があるのかをお話しいただいた。また、医療で使

用される装置の仕組みなどを見学させていただいた。 

また、高齢者の孤立化の問題に取り組む、一般社団法人「えんがお」代表理事濱野将行

様に講演していただき、高齢者の孤立化の現状を説明していただいた。お話の中では、

「丁寧に生きることが大切」などの言葉もあり、生徒の記憶に強く残った様子だった。 

 

 〈フィールドワークの様子〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈生徒の感想〉 

「理学療法士と作業療法士の違いを学ぶことができた。」 

「ＭＲＩの装置などを見ることができてとても感動した。」 

「丁寧に生きることの大切さを学んだ。今日の話を忘れないようにしたい。」 

「週に１度でも若者と話しをすることで助かる高齢者の方がいると知って感動した。」 

「濱野さんのお話を聞いて、私も祖父母と一緒に暮らしているので、二人と過ごす時間をもっ

と大切にしたいと思いました。また、濱野さんの「丁寧に生きることが大切」という言葉に感

動しました。」 

「人とのつながりが大切という内容は、児童虐待や子どもの貧困の問題を解決しようという自

分の研究に活かせると思った。」 

「子どもにとって効果的な教育とは？という質問に対して、濱野さんは周りの大人が笑顔でい

ることだと仰っていたので、自分の研究に活かせる内容だと思った。」 
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（ウ）吉川油脂（佐野市）・織物関連遺産（桐生市）・足利まちなか遊学館（足利市） 

    吉川油脂での見学では、廃油のリサイクルのプロセスを紹介していただき、環境問題に

取り組む生徒たちに具体的な取り組みを理解させる良い機会となった。 

足利市でのシンポジウムでは、まちづくりに関する様々なヒントを得ることができた。

また、観光客は来るものの、一定のポイントだけに行き、そのまま帰ってしまうという、

町が抱える課題なども知ることができた。 

 

 〈フィールドワークの様子〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈生徒の感想〉 

「吉川油脂はゴミとして廃棄していた油を様々な方法で燃料にしたり道路にしたりして循環型

社会を目指しており、地域に貢献している点がすごいと思った。」 

「吉川油脂さんが現在取り組んでいるＳＤＧｓは６個であること、そして障がい者雇用率が高

いということに感銘を受けた。」 

「ＮＧＯの方から、たくさんのゴミ処理場をフィールドワークで訪れ、違いを比較することを

勧められたので、ぜひそうしたいと思った。」 

「足利には多くの観光客が来るものの、特定のポイントだけに行って帰ってしまうということ

を知り、それが足利の商店街などの過疎化と結びつくのかなと思いました。私は特産品の研究

をしているので、その点も含めて研究を進める必要があると思いました。」 
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   （エ）栃木県庁・フードバンクうつのみや・とちぎボランティアネットワーク 

栃木県国際交流協会・とちぎスポーツ医科学センター・カンセキスタジアムとちぎ 

    宇都宮市内でのフィールドワークでは、生徒たちは事前にコンタクトを取り、栃木県

庁の各部署や市内の各団体に取材し、それぞれの研究内容に沿った情報や資料を手に

入れることができた。 

    とちぎスポーツ医科学センターとカンセキスタジアムとちぎでは、アスリートを支援

する設備の紹介や、栃木で開催される国体に向けての取り組みなどを紹介していただ

き、栃木県のスポーツ政策についても理解を深めることができた。 

 

 〈フィールドワークの様子〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈生徒の感想〉 

「防災については、十分な準備をしていると思っていても、実際に起きると足りない部分や改

善しなければならない部分がたくさん出てくるというお話をいただき、だからこそ研究テーマ

にする必要があると感じた。」 

「教育問題はジェンダーの問題と密接に関係していることが分かった。」 

「女性がフードバンクを利用することにより、弱みにつけ込まれてしまうというデメリットが

あることは知らなかった。まちづくりをするために、いかに女性が安心して生活できるかとい

う視点についてもっと勉強する必要があると感じた。」 
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第２２回 学年フィールドワーク 振り返り 

 ① 目的 自分たちが得た知見を他者に伝えることができるよう準備をすることを通して、各

自の考えを体系的に整理し、設定テーマについて再考する機会とする。 

 ② 日時 令和 2(2020)年１２月１２日（土）（１～３限目） 

 ③ 内容 領域ごとに、学年フィールドワークで得た知識を共有し、模造紙にまとめる。学年

全体で得た情報を共有する。 

 ④ 成果 自分たちが得た知見を他者に伝えることができるよう準備をすることを通して、各

自の考えを体系的に整理し、設定テーマについて再考する機会とすることができた。 

 

〈振り返りの様子〉 

 

 

 

 

 

 

 

第２７・２８回 課題研究発表会 

 ① 目的 長期にわたり携わってきた課題研究をまとめ、発表することで、どの程度力がつい

たのかを検証する。 

 ② 日時 令和 3(2021)年２月２日（火）、２月３日（水）５～７限目 

 ③ 内容 それぞれの研究をＡ４のポスターにまとまる。その内容を４分程度で発表する。聞

き手の生徒、学年の担当教員がルーブリックに沿って評価をする。 

 ④ 成果 今年行ってきた研究についてまとめ、発表することができた。ルーブリックによっ

て評価ポイントが明らかになっており、生徒は発表の際に気を付けるべき点につい

て再確認する良い機会にもなった。 

 

第３１回 課題研究発表全体会 

 ① 目的 代表班はステージ発表をすることで、課題研究発表会よりも質の高い発表をする。

また他学年の発表を聞いて、ルーブリックでの評価ができるようにする。 

 ② 日時 令和 3(2021)年３月３日（水） 

 ③ 内容 高１・２年課題研究発表会（本校体育館） 

 ④ 成果 ２年生の質の高い発表をルーブリックを使って評価することができた。また代表班

は、「伝える工夫と意欲」の項目の評価を上げることができた。その他の生徒はポス

ターセッション発表を行い、質問者に対して適切に回答するなどを行うことができ

た。 
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（２）高２「異文化研究の実践」 

 

ア 高１ＳＧＨ地域課題研究との繋がりと高２課題研究のねらい 

    １年生の時には、身近な地域をフィールドに６領域に分かれて班別課題研究を行った。

そのねらいは３つある。１つ目は課題研究の進め方を体験的に学ばせ、身に付けさせるこ

とである。２つ目はグローバル・リーダーとして欠かせない資質と考える「地域とともに

生きるというアイデンティティ」「地域への所属意識」を育てるためである。３つ目は、遠

い海外ではなく身近な地域を対象とするため、すべての高校１年生にフィールドワークの

機会をつくることが容易であることである。その学びを通して、生徒は自らの地域の解決

が容易でない様々な社会課題に直面していること、そしてそれらの困難な社会課題に解決

に取り組んでいる事例があること、またそれらは解決に向けて多様なアプローチで実践さ

れていることを体験的に学ぶことができた。 

そして２年時は、１年生だった昨年の経験を基礎に、１年次で研究したテーマについて、

それが海外の国・地域ではどのように現れているか、どのような発想で如何なる取り組み

がなされているかについて国際比較し、国内外への解決策の提言に結び付けていく研究を

行う予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、グループ活動を避け、

フィールドワークも行くことができなくなった。アンケート取材などもできなくなり、対

応に苦慮した。 

今年度に限っては、個人研究とし昨年度研究方法を体験しているので、課題研究を文献

調査や、メール、オンラインなどを通じて、非接触型での研究を行っていった。 

 

イ 課題研究の体制について 

（ア）研究決定 

    生徒在籍数･･･１６０名 研究の数･･･１５９件（1名留学中） 

     今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、協働することができず、ま

た教育活動がいつ中断するか分からない状況の中で、個人で研究を行うことした。２年

生１５９名が、個人課題研究として研究に取り組み、６月１日に緊急事態宣言が明け、

通常授業が始まった時期に課題研究のスライドを用い、課題研究の意義や有用性、研究

方法について確認し新年度の研究体制がスタートした。 

     SGH事業も５年目を迎え、生徒はチーム研究を進めるにあたり、研究以前に班内の生徒

同士の人間関係で悩むことが少なくないということが分かったが、今年度は個人研究の

ため、その心配は無くなった。しかし本年度は個人個人が研究を行いたい分野を見つけ

ることに苦慮し、研究内容の決定がうまく進まなかった。昨年度の研究を踏襲する、も

しくは新たに課題を見つけ研究するという方法をとった。研究の決定の方法は、キーワ

ードマッピングやキーワードロジックツリーなどを用いた。研究を決定後は進め方を明

確した。 

中間発表を行うことで、課題研究を進めることができた。しかし個人研究なので、１

５９個の研究を一つ一つ丁寧に確認できる教員数がなく、生徒１５名程度の研究を１人

の教員が担当し、評価することに苦慮した。 

 

（イ）教員による生徒への課題研究指導・かかわり 

     ２学年団の教員（１１名）に、１５９人を１５名程度に分け、担当教員に割り当てた。

教員１人あたりに研究が１５個になるので、研究分野が多岐にわたり、不得手の分野を

担当する教員もいた。教員の役割は、①各班の毎時間の報告を受けて、研究の進捗状況

を掌握すること、②その際に、常識的な範囲で、仮説の妥当性や調査方法の適切性につ

いて評価、助言すること、③個人研究方式で研究が可能かどうか、教員は専門外の研究

を担当したので、担当者どうしで意見交換をして、見識を深めることができた。２学年

団の全教員が２年生の研究への関わりや指導・助言を実践することができた。 
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ウ 高２課題研究の研究方法の指導 

    １単位の学校設定科目「グローバル情報」を使い、特に１学期に、準教科書を用いて、

研究テーマの決定を行っていった。キーワードマッピング・ロジックツリー制作を通じて、

個人の興味関心のあるところから、どのような課題があり、提言可能なのかを考えさせた。

また１学期の期末試験においては、教科書前半の範囲からの出題という形で改めて研究の

進め方の復習を行うことができた。 

２学期では、（ア）リサーチ・クエスチョンの絞り方、（イ）仮説の立て方、（ウ）仮説の

検証法、（エ）研究対象に応じた社会調査方法（インタビューやアンケート調査法、参与観

察法）の選び方等について学んだ。２学期期末テストにおいては、教科書の後半の範囲か

ら出題という形式で、研究の手法を学ぶことができた。 

指導体制としては、ＨＲ担任、「情報」教員の他、宇都宮大学教員１名がこの科目の非常

勤講師として加配されて３人の教員によるティーム・ティーチング形式で行われた。その

中で、宇都宮大学教員から大学の研究者として実際に研究を行っている立場から毎週「グ

ローバル情報」の時間において計画的に指導いただいた。 

 

エ 研究連携先、有識者への連絡方法 

   （ア） メール・電話連絡 

    高校２年生では、フィールドワークも適宜取り入れながら理解を深める予定であっ

たが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、フィールドワークの自粛を行っ

た。そのため、個人課題研究で生じた問題や質問はフィールドワークという形式では

なく、メール・電話連絡という方法をとった。授業時間を用い、有識者へのメールの

送り方や、電話のかけ方など事細かに指示し、失礼の無い形式を定着させることがで

きた。多くの大学関係者や、官民問わず企業などが、高校生への対応を好意的にして

いただいた。 

  

（イ） 参与調査 

     ７月から１０月頃には、新型コロナウイルス感染防止が進み、参与の連絡（ボラン

ティアやワークショップ）が各方面から届き、そこに参加する生徒が出てきた。参与

調査で有識者とのネットワークを作り、現在も連絡を取りながら、課題研究を進めて

いる生徒もいる。 

  

   （ウ） 文献調査 

     研究内容として、上記のア、イでもない生徒は、多くの文献を調査した。多くの文

献に触れ、そこから導き出される提言や、矛盾、結論、考察も考えさせることができ

た。 

 

オ 高２課題研究 実施記録（総合的な学習の時間） 

   ＳＧＨ課題研究は、毎週金曜日７限目の総合的な学習の時間を使って進めた。本校の授業

週数は年間３９週であるが、総学及びグローバル情報の時間を使って年間５４回実施するこ

とができた。（一覧については「第２章－３－（５）」を参照） 
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高２課題研究 各班研究テーマ一覧 

 

番号 氏名 課題研究題名(1組） 番号 氏名 課題研究題名（2組）

1 相田　紘夏 食育推進によるフードバンクおよび地域の活性化 1 赤塚　真理 ドイツを参考に佐野市のＳＤＧs⑧解決

2 青木　彩恵 コロナ渦における人と動物の関係の変化 2 安西　涼哉 E-sportsは学生に受けているのか

3 青木　優奈 子どもの貧困問題の解決に向けて 3 内田　小温 家庭系食品ロスをフードドライブで解決

4 秋草　菜々実 偏食改善で健康的な食事と生活を目指す 4 大川　リオ E-sportsの普及には何が必要か

5 新井　優平 高校生の放課後学習支援への参画 5 大塚　彩奈 栃木県の活性化

6 飯塚　陽菜 児童の放課後の居場所について 6 大西　礼晟 マイナンバーの普及と可能性

7 家富　真広 日本のごみ削減方法 7 大畠　萌花 食物アレルギーの子供が食べられるものを増やすためには

8 五十部　綾乃 佐野市の地域活性化計画 8 岡田　紗也加 ランドバンクと日本の空き家問題

9 岩澤　快 我々の住む町のエンターテインメントによる活性化について 9 岡部　華林 佐野市の核家族世帯のための子育て支援

10 岩地　優 テレワークによるコミュニケーションの向上 10 垣花　優茉 地方のキャッシュレス決済の普及について

11 内田　莉乃杏 安楽死と宗教の関係性 11 加持　舞和 佐野市の中高生の睡眠環境の改善

12 梅田　香穂 アフターコロナにおける日本のインバウンド 12 川上　陽菜乃 技能実習生が地域社会で活躍するには

13 岡田　萌花 広がる教育格差の要因と対策 13 川野　由貴帆 成人年齢の引き下げの効果

14 落合　侑亮 VRを用いた佐野城の復元による地域復興 14 木村　真歩 環境教育を取り組みやすく

15 金子　伸之 聖地巡礼を活用した地域活性化 15 小林　杏珠 フェアトレードの認知度向上

16 川田　有紗 フードバンクやフードドライブの利用率を上げるために 16 小林　桃寧 佐野高校と岩手県釜石市の防災教育について

17 川田　宗志郎 定額給付金が消費動向に与える影響 17 小森谷　聡美 日本のインバウンド観光

18 黒尾　文音 廃校を生かした伝統芸能の普及 18 佐々木　柊 デモ活動への認識について

19 鯉沼　陸 医療従事者のジェンダーバランスについて 19 髙橋　蒼衣 音楽の授業をより楽しく感じてもらうには

20 小林　瀬里 イスラム教知識が少ない非ムスリムによるムスリムに対する差別 20 髙間　菜由 公立小学校の英語教育の見直し

21 関野　瑞姫 子供のAI勉強法 21 田中　新一郎 地方におけるシェアリングエコノミー

22 髙久　花暖 子供の睡眠 22 種谷　星七 コロナ禍の観光業に求められているもの

23 髙橋　彩音 若者の睡眠と障害 23 田村　季亜良 佐野市の空き家活用計画

24 津久井　友貴 方言文化の保護と継承 24 田村　璃空 より良い避難所運営へ

25 寺嶋　天音 女性の社会進出と実母による虐待との関係性 25 中村　拓真 小学校教員の英語の取り組み方

26 長竹　真輝 少年犯罪の現状と抑止策 26 兵藤　かほる 放課後教育における高校生ボランティアの役割

27 根本　絆 募金活動が与える心理的影響 27 松嶋　里乃 駅伝の魅力を伝え、世界開催へ

28 長谷川　愛彩 慈善活動におけるメディアの影響力 28 松原　唯衣 遊びから得る学び

29 八田　愛李 栃木県における若者の投票率低下の現状と課題 29 武藤　未羽 読書離れを積読で解消する

30 廣瀬　莉羽 日本の音楽療法の現状と課題 30 村山　日菜 育児休業取得率から考えるこれからの社会

31 福島　陽斗 新たな生活様式を取り入れた「さのまる」主体のイベント作り 31 森田　早耶 日本と海外の文化の違い

32 船渡川　実優 日本とアジアの英語教育の違いについて 32 森本　剛斗 ドイツを元に佐野の空き家再生利用

33 矢部　くるみ 大学生に求められる英語力と現状 33 山﨑　理紗子 海外文化を用いた小学校英語教育

34 山﨑　優 好きな音楽で睡眠の質を改善 34 山野井　瑛音 空き家の増加原因と、その活用法

35 山下　夏生
佐野市,小山市,足利市における個人経営飲食店にも

たらすテイクアウト,デリバリー制度の経済効果に

ついて
35 山本　朋果 グループ学習の活性化

36 横堀　咲英子 日本の女性格差問題 36 和田　優冴 昆虫食を身近に

37 若菜　利緒 国によってのジェスチャーの意味の違いはなににあるのか 37 渡邊　千尋 男女間における経済格差
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番号 氏名 課題研究題名（3組） 番号 氏名 課題研究題名（4組）

1 青木　華瑚 免疫力をあげて病気から身を守る生活リズムを作る 1 青山　怜慈 高校生の睡眠意識向上に関する検討

2 阿久田　キラリ 医療技術者の認知度をあげる 2 五十嵐　羽音 農家レストランで農業を活性化！！

3 阿部　巴弦 高校生に聞く成人年齢引き下げについて 3 生熊　里彩 ボート選手の練習方法

4 荒川　結一郎 アフリカの人口爆発を抑える 4 出井　公人 IPA発音記号を用いた実践的な英語教育

5 飯田　ひかり CMV感染ハイリスク診断の確立 5 碓氷　敬大 高校生の読書機会増加

6 飯塚　沙奈 飢餓と食品ロスとその解決 6 江部　青飛 レストランメニューの多言語対応化と導入法

7 五十畑　拓実 7 大川　航世 オンライン授業への期待と可能性

8 石田　光輝 Aiを労働力にするために 8 大澤　凜太郎 防災意識の向上とその効果

9 猪瀬　遥大 睡眠と学習の相関 9 大西　真生 子供食堂を中心とする地域交流

10 内田　絃心 佐野市の感染症流行の実態と感染症対策について 10 大山　時生 洋上風力発電の普及

11 内田　侑那 起立性調節障害を持つ子供への理解と行きやすい学校づくり 11 岡部　豪太 再生可能エネルギー導入政策の比較検討

12 大嶋　美聖乃 生活習慣病とストレス 12 尾花　知典 自粛中における生活習慣とストレスの関係性

14 小倉　悠輝 プラスチック削減による気候変動問題の解決 13 柏﨑　秀明 睡眠と経済的損失

15 恩田　奈那美 米粉の需要増加 14 亀田　晃聖 ブルーライトが及ぼす人体への影響

16 加藤　真結花 萌えキャラで地域活性化！ 15 川俣　蒼生 デジタル教材の普及

17 金井　春樹 義足の汗問題 16 川村　琉晟 小水力発電の普及

18 北岡　真心 歯科医師過剰問題について 17 久保田　晃生 外来魚の食利用

19 古宮　大靖 聖地巡礼による経済効果、町おこし 18 後藤　秋浜 ポイ捨てをするな！

20 今野　綾音 南アフリカ共和国の乳幼児死亡率を減らす 19 酒庭　愛里 米粉の普及

21 佐藤　捺美 医療現場の人手不足を解決するには 20 佐藤　翔馬 スポーツ障害を通しての環境の改善

22 篠崎　伶香 すべての子供たちが大人になれる世界をつくるために 21 佐藤　汰樹 病害虫の天敵を利用した農業の有効性

23 髙橋　勇気 釣りによって外来魚を減らせないか 22 佐山　竜空 異常気象が起こる原因その被害

24 塚原　聖哉 新型コロナウイルスのこれまでと今後 23 高橋　加奈 人身取引被害者の心のケア

25 手島　つかさ 現代の遊びの危険性 24 髙橋　希典 マイクロプラスチックに関する意識調査

26 西塚　翔望 シカを有効活用しよう 25 田﨑　和寛 海無し県と海洋汚染対策

27 長谷川　まゆみ こころの悩みと病について 26 知久　拓生 昆虫食の普及

28 林　裕也 ランニングシューズの進化 27 津久井　理子 水害に対する意識の向上

29 春山　彩葉 南アジアの子供の感染症について 28 戸室　琴乃 ホコリの堆積～佐野高校の現状～

30 平渡　和己 快適に住み続けられる都市緑化について 29 中里　光輝 都市開発と鳥類

31 蕗田　雄大 食品ロスの効率的な方法の模索 30 中島　碧 ニラ消毒液の開発

32 舩田　浩希 過剰包装のごみ問題 31 長谷川　爽良 海洋プラスチック削減に向けて

33 細野　俊碧 外来魚魚粉を使用した作物の作成 32 長谷川　羽菜 乳・幼児の新型コロナウイルス感染症対策

34 松浦　はるか 病院内でのQOLを実現するために 33 花里　歌穂 循環型マイバッグで環境汚染を減らす

35 水戸部　蓮 食べ残しをおいしくいただこう！！ 34 原　悠馬 オンライン診療から考える医療体制の未来

36 緑　仁周 オタク差別について 35 兵藤　みなみ 子供の貧困問題において今私たちができること

37 味村　夏希 漁業系海洋ゴミの対策 36 藤沼　広丞 建築物の再利用に関する課題とその解決策の調査

38 宮本　萌々子 空間デザインで地域活性化 37 船渡川　優衣 ボート選手の食事について

39 本村　円 海洋プラスチック 38 星野　虎乃介 サーマルリサイクルとその問題点

40 森川　綾音 若者の難聴 39 星野　龍乃介 水供給施設導入とその条件

41 山本　蒼 佐野市と栃木市の空き家対策の相違点 40 村井　謙斗 メダカの絶滅危惧とその要因

42 渡辺　流空 英語の苦手な子を減らすためには 41 柳田　貴央 無信号横断歩道での車の一時停止率の向上

42 山本　悠貴 外国人労働者を取り巻く問題点

43 吉田　春杜 日本に根付く昆虫食文化を

44 若林　侑汰 野草食の普及に向けて
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高２SGH課題研究 ポスターセッション 作品成果物 

令和３年２月２・３日に、６教室に分かれ、高２生全員のポスターセッションが開催された。

本稿では各教室の優秀者のポスターの掲載をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１会場 ２－２会場 

２－３会場 ２－４会場 
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ポスターセッション後に代表者を６名決め、３月３日に１・２年合同の成果発表会を体育館で行

う。代表者以外もパワーポイントを作成し、成果発表とした。 

選択３会場 選択４会場 
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（３）高３「キャリアパス探究」 

 ア 授業時間   総合的な学習の時間（１単位 毎週木曜日）の授業を中心に行う。 

 イ 対象     高校３学年全生徒 

 ウ 目標     ２年間の「課題研究」について整理し、大学等で継続して追究した

い内容について考え、自分の進路、人生に関して考えを深める。 

 エ 授業内容 

   以下のシラバスに基づき、まず２年間取り組んできた、「地域課題研究」、「異文化研 

究」を中心に各自取り組んだ諸研究についてまとめ、その後、卒業後、大学等で引 

き続き追究したい内容について考察し、最後に自分の人生、進路に関して「宣言文」 

を作成した。 

課題研究Ⅲ（グローバル発展～キャリアパス探究）シラバス 

Stage１課題研究（1 年地域課題研究・2 年異文化研究）を振り返る①～③ 

Stage２「学びの計画書」の作成、キャリアパスの探究 ①～③ 

Stage３「シンカ宣言」の作成 ①～③ 

 日 程 内       容 

 １  6/4 オリエンテーション① 

 ２   11 オリエンテーション② 

 ３   18 Stage1-1 課題研究（1 年地域課題研究・2 年異文化研究）を振り返る➀  

  25 〃 1-2     〃                     ② 

 4 7/2 Stage 1-3 課題研究（1 年地域課題研究・2 年異文化研究）を振り返る③  

 ５  7/16 Stage 2-1 学びの計画書・キャリアパスの探求➀  

 ６    30 〃  2-2      〃          ② 

 ７  9/3 〃  2-3      〃          ③ 

 8  /10 Stage 3-1 シンカ宣言             ➀ 

 9  /17  〃 3-2      〃          ② 

10  /24  〃 3-3      〃          ③ 

11 12/17 まとめアンケート  
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オ 実施状況 

（ア）シート stage1 に基づいて各自 2 年間の課題研究およびその他の研修等について

まとめた。 

（イ）シート stage2 を使って「学びの統合化」を図り、卒業後、大学等での継続して探

究したい対象を追究した。 

（ウ）シート stage3（モデル例）を示して、各自「シンカ宣言」の骨格、或いは日本語

版を作成し担当者がチェックした。 

（エ）「シンカ宣言」を作成、提出。 

 

カ 成果及び反省 

   ３年次は、１，２年次に取り組んできた自分の課題研究を振り返り、ＳＤＧs（持続可

能な開発目標）の解決に向けて自分の何が生かせるか、どう貢献していきたいか。自分

の生き方在り方、キャリアパスを考えることにある。１月の生徒アンケートでは、佐高

の伸ばしたい６つの力のうち⑥｢グローバル社会に貢献する高い志｣が高１年次 45.4％

➟高２年次 64.6％➟高３年次に 80.3％と、段階的に大きく伸びている。シンカ宣言の執

筆は、ＳＤＧｓへの貢献を踏まえたキャリアパス研究の深まりに効果的であった。 

  また、将来の学び計画を具体的に明らかにして、高校生活で打ち込んだ課題研究を有

効に使いながらＡＯ入試や推薦入試にチャレンジし、進路実現をする準備が、基本的に

7 月のシンカ宣言の執筆段階で整った。実際、ＡＯ・公募制推薦入試の合格数も、国公

立大学を例にみると年間数名程度だったのが、一昨年度（ＳＧＨ最初の卒業生）１６名、

昨年度２７名、今年度２０名を輩出し、高い水準を保っている。ＳＧＨ活動との相関が

明らかである。進路実現が目的の探究は本来の探究ではないが、生徒たちの活動が大学

入試においても評価された形である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《シート stage１》           《シート stage２－１》 
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《シート stage２－２》          《シート stage２－３》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《シート stage３－１》          《シート stage３－２》 
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５ SGH クラブ海外班の活動 

（１）ＳＧＨクラブ研究班（海外班） 

 

ア 活動内容の概要 

 海外フィールドワーク（マレーシア連邦サラワク州・クチン。自然保護の取組み、語 

学教育の方法、民族文化の日本との違いについて、現地でのインタビューや大学での交 

流を通して調査予定）を中止した。その代替活動として、今年度は、海外と on-line で 

どのような協働学習が実施可能かを追究し、年度を通して試行錯誤しながら実施した。 

    

イ 主な海外連携先 

 

（ア）St. Teresa's National Secondary School（以下セントテレサ校と略す） 

     （Jalan Tun Abang Haji Openg Kuching, Sarawak, 93000,Malaysia） 

（イ）スリランカ・ヌワラエリア(Nuwala Eliya)県の小学校（宇都宮大学国際学部栗

原研究室の協力） 

 

ウ ＳＧＨクラブ海外班の研究を助言・指導いただいた外部講師の先生方 

 

（ア）宇都宮大学国際学部 松金 公正 教授（本校ＳＧＨ統括アドバイザー） 

（イ）東京海洋大学 小松 俊明 教授（本校ＳＧＨ統括アドバイザー） 

（ウ）宇都宮大学農学部 大久保 達弘 教授 

（エ）宇都宮大学国際学部 栗原 俊輔 准教授 

（オ）群馬大学共同教育学部 濵田 秀行 大学院教授 

（カ）白鷗大学教育学部 大木 陸 教授 

（キ）セントテレサ校の先生方 

 

エ 栃木県立佐野高等学校ＳＧＨクラブ海外班への参加者及び生徒数 

 

  相田 紘夏（２年） 出井 公人（２年） 内田 小温（２年） 

  大嶋美聖乃（２年） 後藤李秋浜（２年） 原   悠馬（２年）  

  山本 悠貴（２年） 飯塚 莉子（１年） 磯田 新太（１年） 

  影山 結麻（１年） 岸  愛梨（１年） 小松崎寛人（１年） 

  関根 圭汰（１年） 長島 咲空（１年） 林  美優（１年） 

  三田 彩花（１年） 山崎 彩加（１年） 横塚 功樹（１年）      

                 （１８名 ２年生７名 １年生１１名） 

オ 活動実績・成果 

（ア）概要 

   確かに生徒は、海外フィールドワークは実施できなかった。しかし、海外の高校生

等と生徒同士がどんどんリモートでディスカッションするようになった自主性を、下

記の通り発揮してくれた。 

   その研究成果は、以下のように、コロナ禍の中でも学校外の第三者の評価を得る機

会を、いくつか実現することができた。 
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  ① 本校と他校との研究成果合同発表会を開催（オンライン開催） 

  ② 他のＳＧＨ校主催の研究成果発表会に参加（オンライン参加） 

  ③ 栃木県主催の高校生課題研究発表会に参加（オンライン参加） 

  ④ 文部科学省主催の高校生フォーラムに参加（オンライン参加） 

  ⑤ ＷＷＬ×ＳＧＨ探究甲子園に応募、参加（オンライン出場予定） 

  ⑥ 各種学会のＵ－１８部門に応募、参加（オンライン出場予定） 

  詳細は次の（イ）に示す通りである。 

 

（イ）ＳＧＨクラブ海外班の活動実績（太字は学校外部への成果発表会） 

 

 ５月１９日（火）セントテレサ校と web 会議 

  ６月０３日（水）宇都宮大学農学部教授大久保達弘氏によるウェビナー１回目 

 ６月１６日（火）宇都宮大学国際学部准教授栗原俊輔研究室とオンライン交流 

 ６月１７日（水）宇都宮大学農学部教授大久保達弘氏によるウェビナー２回目 

 ７月１４日（火）スリランカ・ヌワラエリヤ県の小学生とオンライン交流１回目 

 ７月１７日（金）セントテレサ校と協働研究開始 ３×３を５チーム 

 ７月２０日（月）東京海洋大学教授小松俊明氏によるウェビナー 

 ７月２９日（水）アジア開発銀行職員中根誠人氏来校。講演・質疑応答 

 ８月０４日（火）JICA つくば訪問 柳詰ゆう紀氏の講演・質疑応答 

 ９月０９日（水）リセケネディ NY 校元校長石塚義昭氏による講演・質疑応答 

 ９月１８日（金）スリランカ・ヌワラエリヤ県の小学生とオンライン交流２回目 

 ９月１９日（土）ヴェトナム・FPT 高校とオンライン交流 

１１月０６日（金）SGH クラブ海外班・中間発表会 

１１月１４日（土）第３回全国高校生ＳＲサミット FOCUS（主催：立命館宇治中 

～１１月１５日（日）   等高等学校） 

１１月１９日（月）とちぎ高校生課題研究等発表会 

１２月１０日（木）セントテレサ校・佐野高校合同研究発表会 

 ～１２月１１日（金） 

１２月２０日（日）2020 年度 全国高校生フォーラム（主催：文部科学省・筑波大学） 

 ２月１３日（土）第３回全国高校生 SR サミット AFTER FOCUS 

 ３月２１日（日）日本コンピュータ利用教育学会(CIEC)春季カンファレンス発表 

 ３月２１日（日）第 3 回 WWL×SGH 探究甲子園日本語プレゼンテーション部門出場 

         

  以上の行事以外にも、生徒同士あるいは宇都宮大学の大学生など外部の方々と、生徒 

 は週１～2 回のディスカッションを定期的、自主的にこなしてきた。 

 

（ウ）活動内容紹介（紙数の都合により抜粋を紹介） 

① スリランカ・ヌワラエリア県の小学生児童をオンラインで教育支援 

  内容 宇都宮大学国際学部栗原俊輔研究室が取り組んでいるＪＩＣＡ草の根支援事業 

    の一環である事業に、本校生徒も参加させていただいて取り組んでいる。同国の 

    紅茶プランテーション居住の子どもたち（日本の年長組、小学１年生対象）に、 

    高校生がオンラインで教育支援を行う事業である。現在は、子どもの身の回りで 

    手に入る材料を使って遊具、教具を作る動画を英語で作って配信する活動を始め 

    ている。月１回の活動を目標としている（コロナの現地事情で難しかった）。 
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② 独立行政法人国際協力開発機構筑波国際センター（通称 JICA つくば）訪問 

   期日 令和２(2020)年８月４日（火）  

   内容 マレーシア海外フィールドワークの代替として、本センターでマレーシアに

派遣された柳詰ゆう紀氏の講演を拝聴し、質疑応答を行った。併せて国際ワーク

ショップも行い、マレーシアの高校生との協働研究に生かすことを目的に実施

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ヴェトナムの私立ＦＰＴ高校とオンライン・ディスカッション 

  期日 令和２(2020)年９月 19 日（土） 

  内容 ヴェトナムの IT 企業 FPT が 2013 年に設立した FPT 高校とオンラインで即興型

ディスカッション、提言、プレゼンを英語で行い、グローバルな社会課題に対す

る理解を深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 立命館宇治中等・高等学校主催第３回全国高校生ＳＲサミットＦＯＣＵＳ  

  期日 令和２（2020）年 11 月 14（土）、15 日（日） 
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  内容 メッセージアプリであるハングアウトを用いて、全国の高校生とチームを組み、 

    間にメンターの方も入って、リーダーの生徒が取り組んでいる研究を深め、発表 

    するという活動であった。自分たちの研究に全国の高校生から貴重なアイデアが 

    得られ、メンターからの助言も頂いて、今後への研究の励みになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ セントテレサ校・佐野高校合同研究発表会 

  期日 令和２(2020)年 12 月 10 日（木）、11 日（金） 

  方法 画面対話アプリ Zoom を用いてオンラインで実施した。セントテレサ校生徒 

    ３名と本校生徒３名の国際協働チームを５組作り、７月以降各チームごとに研究 

    をオンラインで深めてきた。11 月６日（金）に同じくオンラインで中間発表会 

    を実施した後、この日に本発表会を実施した。 

  講評 各チームごとに、宇都宮大学国際学部の松金公正教授、東京海洋大学の小松俊 

    明教授から、質疑応答や講評・助言をいただいた。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 第３回 WWL×SGH 探究甲子園日本語プレゼンテーション部門出場 

 出場生徒 関根 圭汰（１年） 

      小松崎寛人（１年） 

      横塚 功樹（１年） 

 期日 令和３(2021)年３月 21 日（日） 

 内容 セントテレサ校との協働研究を応募した 

    ところ、出場できることになった。右写 

    真のタイトルで研究を重ね、上記の期日 

    に発表する予定である。 

 

⑧ 日本コンピュータ利用教育学会(CIEC)春季カンファレンス論文発表 

  出場生徒 山崎 彩加（１年） 飯塚 莉子（１年） 岸  愛梨（１年） 

  期日 令和３(2021)年３月 21 日（日） 

  内容 この班もセントテレサ校との共同研究を発展させ、上記学会に応募したとこ 

     ろ、論文審査が通って上記期日に発表することが決まった。 
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（２）研究班（国内） 

 

ア 概要 

  新型コロナウイルスの流行により、活動内容は当初の計画を大きく変更することを余

儀なくされた。すべて感染対策を厳重に講じた上での活動となった。過去の国内班の活

動実績を踏まえた上で、フィールドワーク（以下 FW）の実施に準ずる研究成果を挙げる

べく、主にオンラインによる専門家の講座の受講や、国内外の高校生や活動家との交流

活動を実施した。また、昨年度までの活動の継続研究として、中間発表は熊本県立水俣

高等学校と合同で行い、最終発表では福島第一原発の廃炉の専門家である滝川氏の講演

と生徒たちの発表への講評を氏にお願いすることとなった。さらに、国内の問題解決策

の考案から海外へ提案すべく、本校 OB の上岡裕氏によるマダガスカル支援についての

講演、田中正造型のグローバルリーダーを目指す本校 SGH として継続的に探求していく

姿勢を学んだ。 

 

イ 協力者・協力機関 

  上岡 裕氏（NPO 法人エコロジーオンライン理事長・佐野高等学校 OB） 

  佐野市役所  

  熊本県立水俣高等学校 

 

ウ オンライン交流前の活動 

  ６月にメンバー（１年生５名･２年生８名）を確定して以来、毎週金曜日にミーテイン

グを実施し、各グループの研究分野について理解を深めてきたが、専門家の声を聴きた

いという気運が高まり、６月３日に海外班(マレーシア班)と合同で宇都宮大学の大久保

教授による講座を行った。 

 

エ マダガスカルとのオンラインによる交流活動  

（ア） 実施時期 令和２年(2020)年６月～令和３(2021)年３月･･･現地との交流活動 

 

（イ） 研究動機 

各グループのテーマ(海洋プラスチックゴミ問題、原子力発電問題、防災･減災)で研究 

を進め問題解決に取り組む内に、海外に目を向け同様の問題を抱える発展途上国に貢献

できないかと考えるようになった。主にアジア･アフリカについて調べ始めたとき、佐野

高等学校の OB でマダガスカルの支援活動をしている、NPO 法人エコロジーオンライン理

事長 上岡 裕氏の協力を得られることとなった。 

 

（ウ） 研究方法 

新型コロナウイルスが猛威を振るう中、厳重な感染対策を講じた活動となった。主な

研究方法は、文献を集め各自の役割分担を決めて研究を進め、FW の代替措置として、オ

ンラインによる専門家のアドバイスをいただきながら修正や微調整をしながら研究を

深めるという方法をとった。 

 

（エ） 取り組みへの参加者及び人数 

  SGH クラブ・研究班（１･２年１3 名） 
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（オ） 活動内容（要約） 

   ① 文献と先行研究の調査 

まず各自で研究したいテーマを決定し、文献やインターネット等で個人研究を行

った。その後近いテーマの部員同士で３～５人程度のグループを組み、テーマの再

設定そして発表へ向けての先行研究の収集・調査を行った。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 専門家によるオンライン講座の実施 

今年度は以下の日程で有識者らによる講義を聴講した。 

 

・令和２年６月１９日（金）  

NPO 法人エコロジーオンライン代表上岡裕先生による講義 

佐野から全国へ,そして世界へと情報発信していく方法および田中正造型グロー

バルリーダー育成について学んだ。 

 

・令和２年７月１３日（月）  

上岡裕先生およびマダガスカルで支援活動されている浅川日出男先生による 

講義 

初めてのアフリカ･マダガスカルからのオンライン講座であった。国内研究班･

フランス語班の生徒約 25 名が参加して、マダガスカルの現状と日本の支援活動

についてお二人からレクチャーを受け、活発に質問した。 

 

・令和２年７月２９日（水） 

アジア開発銀行の中根誠人さんによる講座 

アジア銀行とはどんな組織であるか、ご自身の担当国（モルディブ）ではどん

なことを実際に行っているのかなどをお話いただけた。また、国際機関で働く方

法等中根さんの貴重な実体験を伺うことができた。 

 

・令和２年９月１８日（金） 

上岡裕先生および浅川日出男先生による講義 

上岡先生から、これまでのマダガスカルにおける支援活動について郷土の偉人･

田中正造翁や SDGs と関連づけながら興味深いお話しをいただけた。また浅川先

生からは、現在のマダガスカルにおける新型コロナウイルスの感染状況や、今後

の現地の高校生との交流の方法についても知ることができた。 
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③ アドバイザー･コメンテーターからのフィードバック 

今年度は佐野高等学校ＯＢの上岡裕先生をはじめ多くの専門家の方々と交流する機会 

を持つことができた。対面では無く全てオンラインでの開催であったものの、滞りなく

やり取りもできた。生徒達は代替エネルギーやマダガスカルの災害等今後の研究に生か

すことのできる有意義なアドバイスを得ることができ、研究の視野を広げることができ

た。 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

  

④ FW に代わるマダガスカルとのオンラインでの交流 

令和２年９月１８日（金）図書室において、SGH クラブ国内研究班･フランス語班 20 名 

が、本校 OB で NPO 法人エコロジーオンライン理事長の上岡 裕先生、同法人マダガスカ

ル事務所代表の浅川 日出男先生から、マダガスカルに関するオンライン講座を受講し

た。マダガスカルのエネルギー問題や災害ゴミ等違った視点からのお話をいただけたよ

うで各自の課題研究の発展へと繋がる足がかりとなった。 
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（カ）成果発表 

  ① 中間発表（熊本県立水俣高等学校との合同発表） 

令和２年１２月１８日（金）本校英語演習室にて本校国内研究班と熊本県立水俣高

校でオンラインによる合同中間発表会を開催した。コロナ禍のため、本年度はオンラ

インによる発表会となったが、無事実施することができた。アドバイザーとして宇都

宮大学国際学部教授の松金公正先生、水俣環境アカデミア所長の古賀実先生と栃木県

教育委員会の吉川知宏先生に参加していただいた。生徒達にとって学期末に行われる

最終発表に向けての貴重な機会となった。 

   

② 最終発表（原子力損害賠償･廃炉等支援機構の滝川氏の講演と助言） 

今年度中に福島第一原発の廃炉の専門家である滝川氏の講演と生徒たちの発表へ 

の講評を頂いた。 

 

（キ）  成果と課題 

成果：関連機関（人物）との連携およびオンライン交流の可能性の発見 

国内外でのコロナウイルスの蔓延により実際に現地を訪問する機会は無かったが、

オンラインでも十分に交流可能であるということが分かった。またオンラインの最大

の利点である現地への移動時間の短縮や費用の節減等も身をもって感じられ、今後の

新たな交流の方向性を見いだすことができた。今年度は現地でのフィールドワークを

実施することはできないということで先行研究の収集・調査を元にした発表が主であ

ったが、専門家の方々や研究分野に関連した組織の方々と交流することによりある程

度は形となった研究を発表することができた。 

 

  課題：研究の深化 

   コロナウイルス流行による臨時休校や学校開始後の校外活動の制限等も重なり、先

行研究の収集・調査を元にした発表が主であったため満足いくほど研究を進めること

ができなかった。ただ前述したようにオンライン交流などもっと改善の余地が見られ

るので新たな研究方法の１つとして積極的に取り入れていきたい。フィールドワーク

に関しても次年度以降再検討できればと考えている。 
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（ク） 事後活動（対外発信） 

   ① 避難所運営シミュレーション 

    台風１９号で甚大な被害に見舞われ、実際に避難所が開設された経緯もふまえて、

静岡県が開発した HUG と呼ばれる避難所運営ゲームを活動の一環として行った。こ

の体験をもとに次年度、本校教職員とシミュレーションを共有する機会を企画、実

施していく予定である。 
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（３）ディベート班 

中学生 

ア 第１０回全国中学生英語ディベート大会 

 ① 日時 令和２(2020)年１１月２２日（日） 

 ② 会場 感染症予防のためオンライン試合による実施 

      論題 ‘All secondary schools in Japan should abolish school uniforms.’ 

 ③ 成果 ４敗１勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年１１月に行われる全国中学生英語ディベート大会出場に向けて中３生が夏休みから 

活動を開始していたが、今年度は９月のスタートとなり、放課後の短い時間に練習を重ね 

た。もともと意欲のある生徒たちであることや、高校英語ディベート部の部員たちが何度 

となく後輩の面倒を見たり、試合の相手になったりしてくれたおかげで、中学生たちのデ 

ィベートは目覚ましい上達を見せた。 

新型コロナウィルス感染拡大により、残念ながら大会はオンライン上で行われた。練習 

期間の短さもあってか反省点を残す結果となったものの、中学生の時に英語ディベート大

会に参加しその面白さを知った生徒たちが、高校でさらに英語力に磨きをかけ活躍してい

るのは、こうした中高の連携が大きいことを改めて実感している。また、高校英語ディベ

ート部顧問の先生にも何度となくお世話になり、そこから他校とのオンライン練習試合を

行う機会にも恵まれ、制限のある環境の中でも新たな取組ができることを発見することが

できた。 

 

【早期入部した中学生の感想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウィルスの影響下であっ
ても、私は英語ディベートを通してさ
まざまなことを学べたと思います。11
月に行われた大会は、私たちにとって
最初の大きな活動となり、そのための
準備や練習などに励んできました。初
めのうちは「本番までに試合で英語を
話せるレベルになるのだろうか。」と
不安ばかりでしたが、仲間の部員や先
輩方との練習を積み、大分上達したと
思います。また、自分の視野を広げる
こともできました。大会の結果は力及
ばずでしたが努力の成果を発揮できた
と思います。大会後も、先輩方の練習
に参加して活動を続けています。先輩
方のレベルはとても高く、私もいつか
こんな風になれるよう、日々努力を重
ねていきたいと思います。 

 この部に入るまで、英語でディベー
トなんてできるわけがないと思ってい
ました。そもそも、こんな短期間で英
語を頭の中で整理し、自分の言葉にす
ることは私にとって本当に難しいこと
でした。しかし、初めての部活で先輩
方のディベートを見たとき、一瞬でそ
の虜になりました。話す英語はもちろ
んですが、ディベートの内容や着眼点
が本当にすばらしく、私もこんなディ
ベートがしてみたいと思いました。 
 部活動では、毎回驚きや学びがたく
さんあります。この場面ではこの単語
が使える、文章の流れや、こう言われ
たらこう返す、など、私のノートはメ
モでいっぱいになります。私は英語デ
ィベートが大好きです。先輩方のおか
げで毎回成長していると感じます。私
もいつか後輩に「英語ディベートがし
たい」と思ってもらえるよう、日々努
力していきたいです。  
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イ 日本語ディベート 

 第 24 回関東甲信越地区中学・高校秋季ディベート大会 

 令和 2（2020）年 11 月 22 日（日）オンラインで開催 

 結果 総合 13 位（20 チーム中） 

                       

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

日本語教室ディベートを開始して 4 年目となった。今年度は 3 年生 3 名、2 年生 4 名、

1 年生 17 名と多くの生徒が入部を希望してくれた。特に 1 年生がディベートに興味を持っ

て参加してくれたことで、校内戦を充実させることができた。しかし、今年度はコロナ禍

ということもあり、春季大会とディベート甲子園が中止となり、生徒たちがディベートを

行う場がなかった。 

 その中で、唯一行われたのがこの秋季大会である。この大会は 2 年生にとってはデビュ

ー戦となった。初めての戦いで、関東、全国レベルの学校と対戦しながらあきらめそうに

なるような場面もあったが、チームの力でＡチームは１勝することができた。Ｂチームも

１年生チームながら善戦し、貴重な経験をすることができた。 

 ３年生の指導の下、自分たちから考え工夫することで、少しずつ成長できているようで

ある。次年度はどのような形になるか分からないが、引き続き良い伝統を受け継ぎ、ディ

ベート活動を盛り上げたい。 

 

私は元々日本語ディベートをやって
いて、高校でも続けていきたいと思
い、英語ディベート部に早期入部しま
した。初めはただ「ディベートを楽し
みたい。」という思いだけでしたが、
英語ディベートをやっているうちに、
英語力、特にアドリブの力が急激に向
上していくのが実感できました。今で
は、私の英語へのモチベーションにも
なっています。 
 また、私には目標としている人たち
がいます。それは、英語ディベート部
の先輩方です。先輩方は大会で素晴ら
しい成果を残し、私も先輩方の練習に
参加してそのレベルの高さを目の当た
りにしました。先輩方のように、議論
の内容をしっかり理解し 
堂々と意見が述べられるように、リス
ニング等の勉強をより頑張りたいと思
いました。 

 僕が英語ディベート部早期入部と英
語ディベート大会を通しての感想は、
どちらも同様にレベルが高いというこ
とです。佐高英語ディベート部は全国
５位を達成したほどの強豪チームであ
り、そこで行う先輩方とのディベート
はとてもレベルが高く、ついていくの
で必死でしたが、結果的に自分自身の
英語力の向上につながったと思いま
す。大会では、東京の上位入賞常連
校、有名進学校が多く参加していまし
た。その中で自分たちの実力不足を思
い知らされました。しかし、この大会
での悔しい思いをバネに、今後もっと
知識を身につけ、ディベート強豪校と
対等に闘うことのできる先輩方のよう
になりたいです。 
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高校生 

ア 大会名 令和２年度栃木県英語ディベート春季大会 

 →新型コロナウィルス感染拡大の影響により中止 

 

イ 大会名 令和２年度佐野高校 SGH 杯南部地区英語ディベート大会 

 →新型コロナウィルス感染拡大の影響により中止 

 

ウ 大会名 文部科学省後援 PDA 全国高校 即興型英語ディベート合宿・大会 2020 

 ① 日時 令和２(2020)年８月８日（土）、９日（日） 

 ② 会場 オンラインでの実施（Zoom） 

③ 成果 個人 Best POI 賞（２名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 第１２回 D-1 英語ディベート選手権大会 

兼第１５回 全国高校生英語ディベート大会栃木県予選大会 

 ① 日時 令和２(2020)年 11 月３日(火) 

 ② 会場 栃木県立宇都宮高等学校 

 ③ 成果 A リーグ 学校別  ３位 

      A リーグ チーム別 ５位 佐野 A ／６位 佐野 B 

      B リーグ チーム別 ４位 佐野 D ／５位 佐野 C 

      Excellent Debater 賞（１名） 

 

 

 

 

 

 

 

参加した生徒から 

 ・今年度は大会がなく、残念な気持ちでいたが、やっとできて良かったです。

自分たちとレベルの違う相手と試合をして落ち込むこともありましたが、学

ぶことが多かったです。次の大会もがんばりたいです。 

 ・初めてディベートをやってみて、分からないことばかりでしたが、先輩達

が優しく教えてくれて少しずつできるようになりました。これからも学んで

いきたいです。 
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オ 大会名 文部科学省後援 第６回 PDA 高校生即興型英語ディベート全国大会 

 ① 日時 令和２(2020)年 12 月 19 日(土)、20 日(日) 

 ② 会場 オンラインでの実施（zoom） 

 ③ 成果 64 チーム中５位 

      個人 Best Debater 賞（１名） 

      地方予選のない大会とはいえ、全国大会での５位入賞という創部以来初の快

挙を成し遂げた。また、Best Debater 賞は全国で８名の生徒しか選ばれない

賞であり、大変名誉ある賞を受賞することができた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 大会名 第１５回全国高校生英語ディベート大会 Online 

 ① 日時 令和２(2020)年１２月２６(土)、２７（日） 

 ② 会場 オンラインでの実施（Zoom） 

 ③ 成果 64 チーム中５位 

ディベート班が県大会を突破し「全国高校生英語ディベート大会」に出場する 

のは創部以来初であり、全国大会初出場での５位入賞は、大会史上異例の快挙 

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ 大会名 第１０回日本高校生パーラメンタリーディベート連盟杯栃木県大会 

 ① 日時 令和３(2021)年１月３１(日)日 

 ② 会場 オンラインでの実施（Zoom） 

 ③ 成果 優勝  佐野 B 

      第５位 佐野 A 

      個人  第７位、第１０位  
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（４）フランス語班   

 

ア はじめに 

本年度の SGHクラブ フランス語班の活動は、新型コロナウイルスの流行によりコンクールの中

止など活動が制限される中、オンラインによる国内外の講座の実施や大会参加など、すべて感染

対策を講じての活動となった。また実用フランス語検定取得に向けて、検定対策の問題演習を定

期的に実施した。昨年度はフランス語班部員が SGH クラブ海外研究班と合同でマレーシアフィー

ルドワークに参加したが、本年度は SGH クラブ国内研究班と合同で、マダガスカル(フランス語

圏)とのオンライン交流を行い、フランス語を実際に使う機会を得た。SGHクラブフランス語班の

今年度実施した活動は以下の通りである。 

 

イ 活動内容 

（ア）フランス語講座･･･“「仏検対策５級問題集(白水社)」、「ふらんす-夏期特別号(白水社)」を

使用して、主にフランス語検定５級対策を行なった。６名受験し５名が合格した。 

 

（イ）第 9 回 東日本高校生フランス語暗唱コンクールに出場･･･本年度はビデオ審査による春季

大会（スピーチ･文学作品の暗唱大会）に２名出場した。 

 

（ウ）国内研究班と合同で、マダガスカル(フランス語圏)支援についてのオンライン講座を受講

し、一部フランス語を使って現地の人たちと交流した。 
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ウ 本年度の反省点と次年度の課題 

○東日本高校生フランス語コンクールは、ビデオ審査による春季大会(２月)１回のみの開催だ

った。本校からは２名の生徒が出場した。次年度は、このコンクールに加えて、大学や学会

主催のフランス語大会にも挑戦させ、さらに上位入賞を果たしたい。 

○本年度は叶わなかったが、次年度は佐野市内外の国際交流団体のイベントや留学生との交流

活動に可能な限り多くの生徒の参加を促し、実際にフランス語圏出身者を含めた様々な国籍

の在日外国人と交流させたい。 

○次年度も研究班と合同で継続研究を行い、校内外での研究発表会ではフランス語班の生徒た

ちには、フランス語と英語によるプレゼンテーションを行わせたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 海外グローバル研修（中止） 
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７ 授業のシンカ  

（１）ＣＴＰ（Critical Thinking Program、１単位） 

  ①中学校での実施内容の概要（T.T.授業） 

中学１年：国語科と英語科（日本語プレゼンテーション・日本語ディベート） 

中学２年：技術科と英語科（日本語ディベート・英語プレゼンテーション） 

中学３年：英語科教諭(JTE と ALT 英語ディベート) 

  ②目的・中学校の学習で培った４技能（聞く、話す、読む、書く）や情報活用能力を

もとに、論理的・批判的に考え、それを英語により相手に伝える力を育成す

る。また、中学校においても、Critical Thinking（批判的思考）とは何かを
指導する場面を設定し、Critical Thinking が必要となる課題に取り組むこと
を通して、Critical Thinking を身に付けさせる。 

月 中学１年 中学２年 中学３年 

主な 

学習 

内容 

①「SDGs 研究」調べ学習
と pp によるまとめ 

②日本語ディベートの準

備と実践 

①日本語ディベート 

②英語版アンケート調査 

作成・集計・分析・発表 

 

〇英語ディベートの導入

から実践 

４ 休業中のため授業なし 

５ 

 
休業中のため授業なし 

６ ・SDGs について知ろう 

 「持続可能な社会にす

るために私たちにでき

ることは何か（環境）」 

 調べ学習を実施 

・日本語ディベートガイ 

ダンス 

・論題「日本は救急車の 

利用を有料化すべきで 

ある。是か否か。」につ 

いての立論・反駁の作 

成 

・英語ディベート① 
Motion: 
“Traveling abroad is 
better than domestic 
travel as a school trip.” 
・立論、反駁の作成  
・根拠資料の収集  
・英文の修正と読み練習  
・役割を固定して３試合
実施  

７ ・発表の準備（PP）、原稿

作成を実施 

旭城祭にて発表 

・同テーマについての 

資料収集・原稿づくり 

 

８ ・日本語ディベートにつ

いて知り、簡単なテー

マで実施 

・学年ディベート大会準  

 備 

・同テーマについての 

日本語ディベート 

（試合） 

・英語ディベート② 
Motion: 
“Studying on the 
Internet is better than 
studying at traditional 
schools.” 
・立論、反駁の作成  
・根拠資料の収集  
・英文の修正と読み練習  
・役割を試合ごとに替え
ながら３試合実施  

９ 

１０ 

１１ 「日本は全ての学校の宿

題を廃止すべきであ

る、是か否か」 

・学年ディベート大会 

・地域研究 PP 作成 

（総合での発表） 

・同テーマについての 

日本語ディベート 

（代表試合・ジャッジ） 

 

１２ ・アンケート調査及び

Power Point を用いて
の結果集計・分析・英

語プレゼンテーション 

１ ・英語ディベート③ 
Motion: 
“Giving chocolates 
should be banned on 
the St. Valentine’s 
Day.” 
・立論、反駁の作成  
・根拠資料の収集  
・英文の修正と読み練習  
・役割を試合ごとに替え  
ながら２試合実施。  

２ ・日本語ディベート 

「日本はすべての学校

の入学を９月にすべき

である、是か否か」 

・学年ディベート大会 

３ 
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 ②高校１年での実施内容 

（国語、数学、地歴公民、理科の教員と英語の教員による教科横断的 TTによる授業） 

  → ・高１の CTPは、以下の 3つのアプローチの混合アプローチで実施する。 

 

  ①汎用（ジェネラル)アプローチ：科目を越えた批判的思考スキルなどを明示的に教え 

る。 

      →教科書「誰でもわかるクリティカルシンキング それってホント？」 

                       帝京大学法学部 准教授 若山 昇先生 

 ②導入(インフュージョン)アプローチ：各教科の教育において批判的思考スキルなどを 

明示的に教える。 

 ③没入(イマージョン）アプローチ：学習者は教科内容に深く没入することを通して、 

批判的思考スキルを気づきによって獲得する。 

    ・木曜日の６限に４クラス同時展開で実施。授業の内容によっては、７限目の総合的な学

習の時間と連動し、２時間連続で実施する。 

   ・各クラスは、英語の教員＋他教科の教員という TTで担当する。各教科の担当が、それぞ

れの特性を活かした Critical Thinkingを活用する教材を開発する。それを４クラスの

担当者全員が共有し、同時展開で実施する。授業方法は、すべてグループでのアクティ

ブラーニングを行う。 

 

高１の CTPの内容 

 

  月 アプローチの仕方 実施内容 

  ６ 

 

 ジェネラル 

   

(1)クリティカルシンキングとは？合い言葉はクリシン！ 

 ①日常のクリティカルシンキング 

 ②SGHのメリット・デメリットを考える 

  

  ７ インフュージョン (2)各教科に関連したCritical Thinking 

 ①公民でのクリシン 

 ②国語でのクリシン 

 ③理科でのクリシン 

 ④数学でのクリシン 

 

 ９ イマージョン (3)日本語によるディベート活動 

9/10(木) 全体説明会 

9/17(木)2年生によるモデルディベート 

9/24(木)英語プレゼンテーションコンテスト 

 

１０ 

 

 

  

 

 

10/15(木)第1回ディベート 

論題：「告白は直接会ってするよりも、ＳＮＳを通してす

べきである」 
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１１ 

 

 

 

 

 

10/22(木)第２回ディベート 

論題：「日本は再生可能エネルギーの比率を増やすべきで

ある」（理科的要素を含む） 

10/29(木)第３回ディベート 

論題：「選挙権を行使しない者に罰金を課すべきである」

（地歴・公民的要素を含む） 

11/5(木)第４回ディベート  

論題：「高校国語の授業では、小説よりも評論を重視すべ

きである」（国語的要素を含む） 

11/12(木)第５回ディベート 

論題：「消費税を増税すべきである」 

（地歴・公民的要素を含む） 

１２ 

～1 

 

 

 

 

 

 

検証 (4)Critical Thinkingがどれだけ身についたか 

12/17(木) ①GPSアカデミックの受験＊ 

①Critical ThinkingのCBT受験＊ 

 

イマージョン (5)英語によるプレゼンテーション活動 

1/21(木)   概要説明（グループ分け） 

1/28(木)   プレゼンテーション準備 

 

  ＊Critical Thinking がどれだけ身に付いたかについては、若山昇先生他が開発したコ   

ンピュータによる試験（CBT）を生徒が受験し客観的な検証を行った。 
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（２）学校設定科目「グローバル情報」  

（高１で１単位→高２で１単位継続履修し、計２単位となる） 

   使用教科書「高校社会と情報  (新訂版) 」（実教出版）  

 

＜高校１年＞ 

  月 実施内容 

   

   ６ 

   

   

   

 

 

   ７ 

 

 

・オリエンテーション  

 

・第２章「コミュニケーション」 

  →ネットワークを活用したコミュニケーション等について学ぶ。 

・プレゼン演習①：パワ－ポイントを用いて「自己紹介」を行う。  

（プレゼンの方法を学ぶ） 

         →グループ内で発表  

<ルーブリックで評価> 

・第５章「問題解決」  

  →インターネットを活用した情報収集の仕方を学ぶ。 

               

   ９ 

  

１０ 

 

  

 

 

１１ 

１２ 

・プレゼン演習②：興味・関心のある大学について情報収集し、パワー

ポイントで「大学レポート」としてまとめる。（効果

的な発表の演習）  

         →グループ内で発表後、代表者を選出し、全体で  

          発表（クラス内で情報共有）  

<ルーブリックで評価> 

 

・表計算演習：情報収集したデータの特性を調べ、それを表やグラフ化  

       する方法を学ぶ。→パワーポイント作成時に利用  

 

１ 

２ 

３ 

・プレゼン演習③：課題研究のポスターをパワーポイントで作成し、発

表する。（効果的な発表の演習）  

→クラス内で発表  

<ルーブリックで評価> 

 

 

  ・グローバル情報では、課題研究に必要な情報収集・データの加工やプレゼンテーショ

ンの演習などを中心に行う。その際、演習などの評価はすべてルーブリックを活用し

た。 

 

 ・また、グループでのプロジェクト学習などを通して、ネット社会の課題等について自  

ら学び伝えるとともに、課題研究でのグループワークの質を高めることなどもねらい  

とした。 
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＜高校２年＞ 

 

①１学期 準教科書として岡本尚也著『課題研究メソッド よりよ  

い探究活動のために』（啓林館）を用いて、第１章「課題研究の概 

要」と第２章「リサーチ・クエスチョンの設定と仮説を立てるま 

で」、を学ばせた。その理解度、定着度を、本教科書の前半部分を    

１学期末試験に高校教員が作成して測り評価した。その結果、学 

年平均が極めて高く（平均７９点）、大変有効であったと感じる。 

 

②２学期 同書の第３章「研究手法を学び、計画書を作成しよう」、第４章「結果をまとめ、

考察する」、第５章「研究内容をまとめ、発表する」に従って、研究要綱の作成手順や論

文の基本的な構成、英文要綱作成のルール、プレゼンテーションの技法、ポスター発表

の仕方・工夫を履修した。また、今年度は海外グローバル研修（修学旅行）が中止にな

ったため、海外との交流ができなくなった。 

２学期期末試験では、教科書の後半部分を定期考査として作成し、研究の手法の確認を

行った。さらに、先行研究を行っている学校のポスターを掲載し、足りない部分や優れ

ている部分の意見を述べさせた。また、自分が行ってきた課題研究についての説明も求

める論述問題も追加し、その結果、ほぼ全ての生徒が説明を具体的に行うことができた。 

 

③３学期 個人課題研究をポスターとしてまとめ、２月２・３日に６会場で発表すること

ができた。その後発表内容をパワーポイントでまとめ、研究のまとめとした。新型コロ

ナウイルスの影響で、思うように研究が進まず、苦労をした１年間であったが、悩み苦

労して完成することができた研究は、とても価値のあるものであるといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各会場で発表の様子  ＱＲコードを読込み投票 

２月２・３日 ２学年成果発表会の様子  

３月３日 成果発表全体会の様子  
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（３）各教科でのアクティブラーニング 

＜国語＞ 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

国語 １年１，２，３組 １２月 石塚 弘幸 

１ 題材名 少年の日の思い出 

２ 目標  ・本文を読み、登場人物同士の関係性を捉えよう 

      ・描写に着目し、登場人物の心情を捉えよう 

３ 単元計画 

 第１時 本文を読み、感想を書く。 

 第２時 語句の確認をし、書いた感想を読み合いながら作品のイメージをもつ。 

 第３時 「僕とエーミールは友達ということができるか」という問いを解決するために、行動描写に着目

しながら「僕」と「エーミール」それぞれの心情を付せん紙に書く。（個人・グループ） 

 第４時 「僕」と「エーミール」の心情の相互関係を視点人物に着目しながら考え、検討する。 

     ワールドカフェ方式を使い、それぞれの意見を交換し、再度検討する。その後大きな問いについ

て検討する。 

 第５時 グループの意見から自分の意見を判断し、作文に書き、互いに読み合う。 

４ 効果 

 課題解決を意識した授業を構築することで、生徒が思考・判断・表現を意識することができた。６月か

ら話し合い活動を継続する中で、生徒自身が話し合いに慣れ、積極的に学ぼうとする態度ができつつある。

今後も継続して学びに向かう姿勢を醸成したい。 

 

 

 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

国語 １年１組 １０月 松浦 夏海 

１ 単元名  評論Ⅰ『美しさの発見』（高階秀爾） 

 

２ 単元の目標 

（１）文章の内容を基に、自分の考えや思いを他者と共有し、深めようとする。（関心・意欲・態度） 

（２）本文と複数の資料を比較検討しながら、美に関する二つの考え方への理解を深め、自分の考えを広げ

る。（読む能力） 

（３）文章の構造や論理展開を理解する。（知識・理解） 

 

３ 単元の指導計画 

第１時 ・本文の構成を分析する。 

・「美しさの発見」と「発見」の定義の共通点について、本文に即してまとめる。 

第２時  ・「放射能」という比喩表現に注目して、「美しさ」とは何かについてペアで意見交換する。 

第３時  ・「芥川龍之介が子どもの頃から鋭敏な感受性の持ち主である」と言える理由を、ペアで話し合う。 

第４時 ・「美しさ」の所在に対する筆者の考え方を、対比構造を基に本文に即して整理する。 
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第５時 ・本文と「資料Ⅰ」「資料Ⅱ」「資料Ⅲ」を踏まえて、「美しさ」に対する自分の考えを「小論文」

プリントにまとめる。 

・グループで意見発表をする。 

 

４ 資料等 

資料Ⅰ～Ⅲ（高階秀爾『日本近代の美意識』青土社 １９９３年、田中真知『美しいをさがす旅に出よう』

精興社 ２００９年） 

 

５ 反応 

本文の内容と資料Ⅰ～Ⅲの内容を比較検討しながら、自分の考えを深めていく様子が見られた。クラスメ

ートと話し合う過程で得た新たな発見を、文章にまとめる様子が見られた。 

 

６ 効果 

教科書の本文と複数の資料を読み比べ、クラスメートと意見交換をする中で、物事を多角的に捉えて深く

理解することの重要性に気付かせることができた。 

 

 

＜社会・地理歴史・公民＞ 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

社会科（地理的分野） 中学２年１・２・３組 ７月 高野誉士夫 

１ 単元：日本の人口の変化や特色 

 

２ 内容：日本の人口の変化や年齢別人口構成を理解し、人々の生活に及ぼす影響を考える。 

 

３ 目的：出生率の低下と少子高齢社会の原因を理解し、国や地方公共団体がするべきこと、企業や社会、 

私たちができること、やるべきことを考えさせる。 

 

４ 反応：多くの班で活発な議論が展開された。それぞれの立場について多くの意見を出し合うことができ

た。 

 

５ 効果：問題には多くの背景があり、その解決にはさまざまな立場の調整が必要であることを、多くの生

徒が理解できたと思う。また、問題をさまざまな視点から考える姿勢を身に付けた生徒も見られる

ようになった。 
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実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

現代社会 １年１～４組 ２学期 
島田佐智夫（1～3組）、 

大嶋俊彦(4組) 

１ 単元：科学技術の発達と生命（先人の生き方考え方も含む） 

 

２ 内容：生殖補助医療について哲学者の思想を援用して自分の意見をまとめて話し合う。 

 

３ 目的：生命倫理の問題を自己に関連する問題として捉えさせとともに、また、既習事項の哲学的内容の理

解を深めさせ、生命倫理に関わる課題の本質的部分に気付かせる。  

 

４ 反応：生徒ははじめ、生命倫理の課題をよい／悪いといった二分法で捉えがちであった。思想を現実の問

題に当てはめて考える段階となると予想以上に、生徒たちは抽象的内容を扱いきれずに戸惑ってい

た。そこで、グループワークに切り替えて、他の生徒と共に考えさせた。既習の内容（授業順序の前

後を一部変更した）の哲学者の思想を援用することで、困惑しつつも考えが深まり、ためらいながら

も自分たちの意見を発表する姿があり、課題の本質的な難しさに気付いたようであった。  

 

５ 効果： 生命倫理が簡単に割り切れる問題でなく、様々な側面から考えるべき問題であるということを多

くの生徒が実感できた。また、抽象で難解な印象を持つ生徒が多い倫理分野の復習を兼ねることが

できた。 

 

 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

現代社会 １年１～４組 ２学期 
島田佐智夫（1～3組）、 

大嶋俊彦(4組) 

１ 単元：日本国憲法と基本的人権 

 

２ 内容：憲法改正は必要か否かについて、憲法一気読み（憲法の内容を１時間かけてすべて読み通して、

中でも重要度が高いと思うものをピックアップする）を行った後に社会情勢を踏まえて改正する必

要がある内容について考え、グループで議論した後に発表を行う。 

 

３ 目的：２年後に成人となる生徒たちに、最高法規である憲法の条文を１つ１つ読み込むことで憲法の理

解を深めさせる。そして、社会情勢を踏まえて憲法改正について考えることで主権者として国家を

形成していくという意識を高めさせる。また、社会の仕組みについて理解を深める必要性を実感さ

せる。  

 

４ 反応：中学校で学んだ知識をもとに憲法一気読み・憲法改正について興味深そうに取り組んでいた。個

人の考えをまとめた後のグループでのディスカッションでは、知識不足から議論が停滞する光景

もいくつかのグループで見られ、その度に担当教員が必要な内容を当該グループに説明した。グル

ープごとの発表では、担当教員がなぜその条項の改正が必要なのかという視点から更に質問を加
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え、最高法規としての憲法の意味に気づくようにした。担当教員からの質問には答えることができ

ないグループも多く、教員側からの説明が多くなってしまう傾向があったが、生徒は社会について

学ぶ必要性を感じた様子であった。 

 

５ 効果： 憲法の内容はともすれば平坦な条文学習にも成りかねない。そして、生徒は社会＝暗記という

誤ったイメージを強めてしまう。しかし、導入として生徒主体の活動を行うことで、憲法学習への

期待を高めさせることができた。また、憲法の後に学ぶ、国会、内閣、裁判所、選挙などの内容を

学ぶ必要性も感じさせることができただろう。 

 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

日本史Ｂ ２年１，２組 毎時間 高久順 

１ 歴史の流れを級友に教え、教わるペアワーク 

 歴史は、用語より流れが重要である。history は storyである。 

 そこで、日本史の授業では、 

  （ア）教員によって歴史の流れを一斉授業（３０分間） 

  （イ）生徒ふたりでペアを組む。（ア）の後に、該当問題のところをバディに教える（１０分間） 

     教員の解説を聞き逃したり、理解できなかったりしたところは、バディに聞いて教わる。 

     その間、教員は机間指導を行い、質問を受け付けたり、助言したりする。 

     （ア）を聞いていないとバディに迷惑をかけることになるので、寝るような生徒は、まずいない。 

     教科書や資料も駆使して、いつも生徒はバディに一生懸命になって教えている。 

     学習指導要領で重視されている｢言語力｣の向上にも繋がっている。 

   

（例）応仁の乱の契機 

 応仁の乱は、将軍足利義教、これはくじ引き神判将軍で魔王と呼ばれたんだけど、これに恐怖のあまり赤

松満祐、これは播磨守護なんだけれども、義教を暗殺して播磨に逃げた。幕府中大パニックになったんだけ

れども、というのは将軍が殺されたんだけれども、何者のしわざか分からないから管領細川持之も逃げたわ

け。その赤松満祐を山名宗全が討ち取ってさ、かつて六分の一衆といわれた山名がまた勢力を回復して・・ 
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実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

地理Ｂ ２学年・３，４組 つねに毎時間 高久順 

 

１ 問題の解き方・考え方を級友に教え、教わるペアワーク 

 地理の授業では、 

  （ア）教員による一斉授業（１５分間） 

  （イ）生徒ふたりでペアを組む。（ア）の後に、該当問題のところをバディに教える（５分間） 

     教員の解説を聞き逃したり、理解できなかったりしたところは、バディに聞いて教わる。 

     その間、教員は机間指導を行い、質問を受け付けたり、助言したりする。 

     （ア）を聞いていないとバディに迷惑をかけることになるので、寝るような生徒は、まずいない。 

     地図帳や資料も駆使して、いつも生徒はバディに一生懸命になって教えている。 

     学習指導要領で重視されている｢言語力｣の向上にも繋がっている。 

   以上のセットを１セット（２０分）とする。 

   ４５分授業なので、毎時２セット行っている。 

例 世界の農業 

④は乳牛って書いてあるけどパタゴニアは偏西風の風下側で、ただ牧草がアルファルファというすごいやつ

で確かに牛はいっぱい放牧しているんだけども、ここは大都市部から遠いから、鮮度が命のミルクではなく

て肉牛だよ。それからここの土地生産性じゃなくて労働生産性というところがひっかけなんだよ。OK？ 

 

＜数学＞ 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

数学 中学２年全クラス      通年 星野淑子・柾木直樹 

単元ごとに学習カードに毎時間の記録を記入させている。 

  学習カードの例 

時数 本時の目標     分かったこと・大切な考え もっと知りたいこと・よくわからないこと 

          

    

    

毎時間「分かったこと・大切な考え」「もっと知りたいこと・よくわからないこと」を記述することで、授

業を振り返り、主体的に学習に取り組む態度の育成につながると考えられる。 

 

また、単元の終わりに単元全体の振り返りを行っている。 

学習して分かったこと      

学習して難しかったこと  

さらに知りたいこと  

単元全体を振り返って記述をすることで、これまでの学習の過程を振り返って、既習の学習内容を関連付け

たり、これからの学習を見通したりすることができ、より深い学びにつながるものと考える。 
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実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

数学 中学２年 １２月 星野淑子・柾木直樹 

１ 課題 

 平行四辺形 ABCDの辺 AD、BC上にそれぞれ、点 E,Fを   A                 E            D 

DE＝BFとなるようにとる。このとき、四角形 AFCEは 

平行四辺形になることを証明せよ。  

 

 

                                                 B            F                C  

２ 生徒の活動 

①上の課題について、できるだけたくさんの方法で証明を考える。（２～３人のグループで） 

②「平行四辺形になるための条件」は４つり、そのすべての方法で証明することができる。 

 証明に使った「平行四辺形になるための条件」ごとに発表する。 

 

３ 生徒の様子 

 普段の証明問題は一通りの方法で証明できればそれで終わりにしてしまうが、この課題はいろいろな見方

ができる課題である。自分で思いついた方法以外にもさまざまな視点で証明できることに、生徒は驚きを感

じたようであった。また、５通りの方法で証明できることを知ると、まだ他の生徒が発表していない方法を

見つけようと、意欲を持って課題に取り組み、深い学びになっていた。 

 

 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

数学 1学年 1組、3,4組 年間（緊急事態宣言中を除く） 根岸良輔 

１ 授業前の生徒の準備 

 毎日、教科書 3ページ（内容によっては少なく指定することもある。）を予習する。 

２ 授業 

1．生徒が二人組になり、先生役と生徒役に分かれて、お互いに教科書の内容を説明し合う。（15分程度） 

2．教員による全体説明。（短ければ、短いほど良い） 

1．において机間巡視し、多くの生徒の理解が浅い所を確認。その部分のみを説明する。 

 3．プリント演習により内容の復習や予習。 

３ 授業者の目標 

 1．より良い人間関係の構築。 

   偏った競争意識を作らず、お互いに数学を理解することに目的を持ち、共に学び合う仲間である。 

「お互いに協力しよう」。との意識を育てる。 

（（注意）ペアワークをする前に、いくつかの注意すべき点を説明しました） 

 2．主体性を持たせる。 

   学習することは、生徒自身の目的であり、教員はサポート役にすぎない。自ら学ぶことが出来るとい

う自信を付けさせる。 
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実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

数学ⅡＢ 高２年３・４組  ６月～３月の授業時間 戸田圭一 

１ 単元：各節・章が終わったタイミング 

 

２ 内容：その範囲の確認シートを配布し、ペア学習を行わせ、教員に質問するのではなく、ペアで問題解

決を目指した。 

 

３ 目的：能動的に学習をするため、また分からないところを共有し、課題に対してポジティブに解決に当

たる素地を作りたい。 

 

４ 反応：アクティブに学習し、話し合いの時間のエネルギーは大きいモノである。 

 

５ 効果：内容の定着は早く、休み時間などでも課題を話し合っている姿があるので、授業時間外での活動

にも良い影響がある。 

 

＜理科＞ 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

理科 2学年 １２月 中村 公美 

１ 単元：「電流の性質とその利用」 

 

２ 内容：電流のはたらきを表す量(導入) 

 

３ 目的：校内にある電気器具に表示されている数字や記号を見つけ、どのような意味があるかを考える。 

   （※グループごとに行動して見つける。） 

 

４ 反応：ちょうど技術で発電について勉強していたため、「AC」や「DC」、｢６０Hz｣や｢５０Hz｣などの表示

を見つけたグループは、技術の資料集に載っていた内容を思い出したり、技術の授業で教わったことを

グループのメンバーと確認したりするなどして、教科横断的な知識を活用した学習活動を行っていた。  

各自の知識を活用しながら見つけた表示やその意味を話し合い、分からないことは資料集やタブレ

ットを用いて調べるなど、主体的な取り組みが見られ、互いに学びを深めていた。グループによって

は、延長コードの表示を見つけ、なぜたこ足配線は危険なのかについても考えを深めており、学びを

生活に活かすことに繋げることができた。 

 

５ 効果：何よりも“グループごとに自由に場所を移動して表示を見つける”という活動が意欲の向上に効

果的だったようだ。天井から床まで熱心に電気器具を探し、表示を見つけて意味を考えていた。今まで

に得た知識を活用しながら互いに学び合う姿が見られ、単元の導入に効果的だったと感じた。 
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実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

生物 ３年３組・４組 ７月１７日 清水 紘治 

１ 単元：「生殖と発生～初期発生の過程～」 

 

２ 内容：ウニの受精と受精卵の観察 

 

３ 目的：実際のウニの卵と精子を用いてウニの人工受精を行い、生命誕生の瞬間と卵割の様子を観察す

る。 

 

４ 反応：一通り座学で知識を得た状態で実験を行った。生徒は皆大変興味を持って意欲的に取り組んだ。

顕微鏡の観察においては、受精卵の形成の仕組みを第一に観察することが目的であったが、どの生

徒も大変興味深そうに実験を行った。 

 

５ 効果：成功しなかった班もあるが、こちらが何を指示するわけでもなく、成功した班はその成果を共有

し合うなど、自然と学び合いの環境ができていた。これが座学で授業を聞いて理解するだけではこ

のようにはならなかったであろう。普段会話するのは友人同士だけであろうが、このときはその枠

を取っ払った大変良好な関係性が、全体を通して見られた。教師がただ前に立って指導するのでは

なく、生徒同士の協力性や教え合いの精神を伸ばすためには、このように実験・実習を通して生徒

自身に考えさせる授業が大変効果的であると感じた。 

 

＜家庭＞ 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

技・家（家庭分野） 中学２年 １０月 森戸 さゆり 

１ 単元：衣生活分野 ２衣服の着用「②Ｔ．Ｐ．Ｏと服装」 

 

２ 内容：衣服と社会生活とのかかわりについて学習する単元である。服装を考える時には、Ｔ．Ｐ．Ｏ「時」

「場所」「場合」の視点を持つとよい。社会生活を送る上では、個性の表現や他人の差別化よりも、

まわりとの調和が優先される場面がある。Ｔ．Ｐ．Ｏを考えることは、周囲の人に対するマナー（礼

儀や思いやり）でもある。 

 

３ 目的：Ｔ．Ｐ．Ｏを意識する場面はどんな時か。どのような場面でどのような服装を着用したらよい

のかを、「ＮＧの場合」を考えることでＴ．Ｐ．Ｏの理解を深める。 

 

４ 反応：小型ホワイトボードを利用して「Ｔ．Ｐ．Ｏを考えたときＮＧになる場合とは、どんな時にどん

な服を着用したときか」をグループ（１班 4 名）で考えた。「場にふさわしい服装」を考えたとき

よりも、「ＮＧな服装」を考えたときの反応がよく、具体例も挙げやすそうであった。  

 

５ 効果：「なぜその服装がその場面にそぐわないのか」をグループ学習の中で解決していくことができて

いた。グループでだされた具体例をクラス全体で共有することで理解が深まった。 

84



 

 

＜情報＞ 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

グローバル情報 １年１組 １学期 石川 美恵子 

１ 単元：コミュニケーション 

 

２ 内容：「自己紹介と自己理解」 

    ４人１グループで心理学ゲーム「ジョハリの窓」を利用したプレゼンを行う。前もってグループ内の

他の班員の第一印象をワークシートに記入しておく。また、自分の趣味や特技、高校生活への抱負、

クラスメイトへのメッセージ等をパワーポイントにまとめる。他の班員から自分の第一印象を一通

り聴いてからパワーポイントを利用した自己紹介を行う。パワーポイントの発表を聴くときは、発

表者を評価し、ワークシートに記入する。。 

 

３ 目的：高校からの入学生も含まれる高校入学後後の最初のクラス内で、パワーポイントを利用して自己

紹介しあうことで相手のことのみでなく、自己理解を深め、同時に自分も理解してもらうことで親

睦が図れるようにする。 

 

４ 反応：画像やアニメーションを多く取り入れ、情報を文字だけでなく、視覚的に伝達することにも力を入

れていた。また、指定された項目だけでなくオリジナル項目についての発表も多数あった。プレゼン

を評価するために発表者の話を良く聞いていた。 

 

５ 効果： 附属中からの進学者でお互いに顔見知りであっても、新たな一面を知ることができて楽しかった

という感想が多かった。発表は一人一人個性が現れていた。 
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＜英語＞ 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

英語科 中学２年 ２・３学期 栗原 啓子 

１ 単元： Lesson 5  ‘Uluru‘  

Lesson 6  ‘My Dream’ 

Lesson 7  ‘Presentation’ 

Lesson 8  ‘India, My Country’ 

 

２ 内容： 本文内容のオーラル・プレゼンテーション（retelling）をしよう 

      Lesson 5 (ウルルの特徴を観光客に伝える) 

      Lesson 6 (Ken の将来の夢についてのスピーチ内容を説明する) 

          Lesson 7 (人と連絡を取る手段について、アンケート結果をもとに自分の考えを述べる) 

          Lesson 8 (インドの言語、使用場面や歴史について、自分の考えを交えて説明する) 

 

３ 目的： ・教科書の本文内容理解 

      ・スピーキング力の向上 

      ・まとまりのある文章を書く力の向上 

 

４ 方法： ①１単元の本文を読み、大まかに内容をつかむ。 

      ②本文内容を自分の言葉で説明するためのポイントを確認する。 

      ③何を、どのような順番で説明するかを整理するためマッピングを行う。 

      ④ペアになり、マッピングを見ながら本文内容を説明する。（教科書を見ても可。） 

＊授業のウォームアップとして複数回行う。 

      ⑤これまで説明した内容をワークシートに書き、教師が添削して返却し、見直す。 

 

５ 反応・効果： はじめは教科書通りの表現を使いながらの説明であったが、回数を重ねるごとに自分な

りの考えを加えるなどして、自由に説明する生徒が増えてきた。マッピングを見ながら説

明することで、本文内容理解の確認と、英語を日本語に変換せず話すトレーニングになり、

スピーキング力の向上につながっている。 
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実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

英語 中学３年（習熟度別：全クラス） １１月頃・授業数３時間 鴇田由美子・髙木利文・川俣海瑠 

１ 単元名 

Lesson 5 Use-Speak 「留学したい場所についてﾌﾟﾚｾﾞﾝしよう」 

２ 実施内容 

Presentation and Q&A 

〇教科書の内容では「行きたい場所についてスピーチをしよう」であったが、「留学を自分の力でするた

めに、クラウドファンディングで資金提供をもとめるプレゼンテーションを行う」というより具体的な場

面設定を行い、留学したい場所やそこで学びたいこと、そして、学んだことを留学後どうやって社会に還

元していきたいかについて意見をまとめ、プレゼンテーションを行った。 

３ 実施方法 

 ①「自分の留学したい国」についてマッピングを行い、自分の内容を発展・深化させる。 

 ②マッピングを元に、英語の原稿を作成する。原稿はＡＬＴからの添削を受ける。 

 ②ペアを作り、互いに２分間程度でプレゼンテーションを発表し合う。それを、５回程度行う。 

 ③プレゼンテーションを聞いた後、Support/Notの判定を互いにする。 

４ 反応 

 ・自分の将来の目標や夢について自由に話すことができ、意欲を持って取り組んでいた。 

・生徒ひとりひとりの考えややりたいことが違っているため、聞き手も楽しめている様子が伺えた。 

 ・プレゼンテーションを聞いた後、Support/Notの判定を行うことで、より主体的に内容を聞き取ろうと

する様子が見られた。 

５ 効果 

 ・英語を話す目的が明確になり、自分の気持ちを自分の言葉として伝えることができるようになった。 

 ・ただ留学に行きたい理由を話すのではなく、そこで学んだことを留学後にどうやって社会に還元してい

くかについても考えさせることにより、より説得力のあるプレゼンテーションになった。 

 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

英語表現Ⅱ 高校 2年 3組，4組 3学期 木村 晃子 

１ 単元：文章を組み立てる 

 

２ 内容：1. 最近のニュースや社会問題など、時事問題に関する英文を聞く。 

     2. 英文に関する問いに答える。 

     3. 空所があるスクリプトを見ながら英文を聞き、空所を埋める。 

     4. 英文に関係するトピックに関して、自分の意見をブレインストーミングする。 

     5. トピックに関してペアで、英語で意見交換をする。 

     6. トピックに関して自分の考えをまとめ、自分の意見を英文で書く。 

     7. ペアの書いた英文を読み、コメントする。 

 

３ 目的：・英文を繰り返し聞くことで、リスニングの力を育成する。 
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     ・英文に関係するトピックについて、自分の考えを深め、英語で表現する。 

     ・相手の考えを聞いたり読んだりすることで、トピックに関する考えをさらに深める。 

 

４ 反応：繰り返し英文を聞くことで、書かれた英文に頼らずに、内容を理解しようとする様子が見られた。

また、英文に関するトピックについて自分の意見をまとめたり、他者の意見を取り入れたりするこ

とで、トピックに関して考えを深めていく様子が見られた。 

 

５ 効果：リスニングに丁寧に取り組むことで、リスニングに対する意識が高まった。また、聞いた英文に

関して、違った角度から自分の考えをまとめることで、多角的に物事を考えようとする様子が見ら

れた。他者の意見を聞いたり読んだりすることで、さらに自分の考えを深める様子が見られた。 

 

実施科目名 実施学年・組 実施時期・期間 実践者名 

コミュニケーション英語Ⅲ ３年文系 ２学期 川俣 海瑠 

１ 単元：CROWN English Communication Ⅲ  Lesson 4 ~Can Money Make You Mean?~ 

Optional Reading ~Can Money Buy Happiness?~  

 

２ 目的：パラグラフの関係性に注意して読もう！ 

 

３ 内容：本 Lesson では、ディスコースマーカーや「主張→具体例」という段落構成を意識しながら、パ

ラグラフの関係性に注意して読むことが単元目標となっている。初見の文章をディスコースマーカー

等を踏まえて並び替えるという活動を通して、パラグラフの関係性に意識を向けさせた。教材準備な

らびに１時間の流れは以下の通りである。 

   ①（教材準備）本文を印刷し、パラグラフごとに切り離して、順番をバラバラにして封筒に入れる。 

   ②（以下、授業）生徒を４人１組に分け、それぞれの班にバラバラになった本文を渡す。 

   ③生徒は、バラバラになった初見の文章を、ディスコースマーカーや段落構成に注意しながら、意味

が通るように並び替える。 

   ④班での並び替えが終わったら、他の班と意見交換をする。（なぜその順番になると考えたか、など） 

   ⑤教科書 CD を聞いて答え合わせを行う。 

   ⑥本文内容を確認する。 

 

４ 効果：本 Lesson で培いたかった「パラグラフの関係性に注意して読む」ということを改めて押さえる

ことができた。 

 

５ 反応：生徒の感想としては以下の通り。 

    「『this question という指示代名詞を含む語句が段落の１文目に来ていたので、前の段落には 

question の内容が書かれているんだろうな』などと予測しながら読むことができた。」 

    「最初の段落には問題提起があり、最後の段落にまとめの文章があると授業で学んでいたので、並

べやすかった。本論に当たる部分は並べ替えることが難しかったが、ディスコースマーカーを見れ

ば並び替えられることが分かった。」 

   「段落構成を知っておけば、英文を読むときだけでなく書くときにも活用できると感じた。」 
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８ ＳＧＨ活動の成果の発表・普及・啓発 

 

（１）課題研究発表会 

   ＳＧＨ指定最終年度である今年度は、年度当初一斉休校となり、コロナ禍の今後も見 

通せなかったため、チーム研究ではなく、個人研究の形で進めることを決定した。秋口 

からは、教室内での三密に配慮したディスカッション、ペアワークでの研究進捗状況の 

まめな相互発表・講評などという形で、広い意味での協働研究の実現を目指した。 

 

① 課題研究発表会概要 

 （ア）日 時  

     令和３（２０２１）年２月２，３日の２日間（両日の午後の時間に実施） 

 （イ）会 場  

     各教室。１年生（４学級）６分科会、２年生（４学級）６分科会。 

 （ウ）発表形式 

     1人 10分（発表 4分＋質疑応答 2分＋教員講評 2分＋出入り 2分）※時間厳守。 

    各自が自分のポスターを分科会の生徒（最大 27名）の人数印刷して配布し、手     

    元資料として使ってもらう。今回、ポスターセッションは行わない。質疑応答は、 

    十分なディスタンスに配慮したうえで実施した。  

 （エ）ポスター書式  

     サイズはＡ４で、モノクロ印刷。3月 3日の際はカラー印刷の予定。 

 （オ）評価方法 

     生徒がルーブリックをもとに相互評価する。教員もルーブリックをもとに評価 

    する。得点比率は生徒７教員３とした。評価の入力は Googleフォームを使って生 

    徒がそれぞれスマートフォン等から行った。スマートフォン等を持たない生徒は、 

    学校リースのタブレットを借りて入力した。  

 （カ）３月３日（水）に、各学年代表６名ずつ＋ＳＧＨクラブ海外班２班＋国内班２班の 

    成果発表会を行う予定である。この時は大学など校外から審査員が来校し講評な 

    どを頂くことになっている。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスターセッションは中止、レジ

ュメ発表形式で実施しました 

分科会に分かれて行い、質疑応答

も行いました。 

1 人ひとりを教員が講評。鋭いツ

ッコミが遠慮なく入りました。 
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（２）１，２年生 課題研究成果発表会 

  コロナ禍で課題研究の開始が２か月遅れたため、１２月開催の予定を３月に開催した。 

 例年、高校１，２年に加えて附属中３年生が参加するが、本年度は、附属中３年生は HR 

教室からオンラインで参加した。発表会の様子は、Zoomを通して希望した校外の方々や 

保護者も視聴した。 

 下記の第１部、第２部では、本校第一体育館で中学３年、高１、２年生の代表生徒（代 

表班）及びＳＧＨクラブの代表班によるステージ発表及び質疑応答を英語または日本語 

で実施した。その前に、高校１，２年生全員のポスター発表をオンライン上で生徒同士が 

相互評価し、投票した。 

 

 （ア）日にち 令和３(2021)年３月３日（水） 

 （イ）会場  本校第１体育館、中学３年教室、オンライン 

 

＜第１部＞  課題研究発表 

10:00-       開会 

  10:00-10:10  校長挨拶＜配信＞ 

  10:10-10:15  発表準備 

  10:15-10:45  中学３年代表発表（3班[発表 7分+QA2分＋入れ替え１分＝10分] ）＜配信＞ 

  10:45-10:55  休憩（10分） 

10:55-11:20  SGHクラブ海外班発表（２班[発表 7分+QA３分＋入れ替え１分＝11分]）＜配信＞ 

  11:20-11:35  SGHクラブ国内班発表（1班[発表 7分+QA３分＋入れ替え１分＝11分]）＜配信＞ 

 11:35-12:30  休憩（55分）  

 

＜第２部＞ 課題研究発表 

12:30-13:30  高校 1 年代表発表 （６名［発表５分+QA３分＋入れ替え１分＝９分］）＜配信＞ 

  13:30-14:30  高校 2年代表発表 （６名［発表５分+QA３分＋入れ替え１分＝９分］）＜配信＞ 

14:30-14:40  休憩（10分） 

 

＜講評 ～閉会＞ 

14:40-14:45  オンラインで参加された先生方の紹介（教頭） 

14:45-15:15 講評（アドバイザー：松金先生、小松先生、運営指導委員５名） 

15:15    閉会 

 

中３教室へのオンライン配信の様子      ステージ発表の様子 
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■中学 3 年発表 発表領域とタイトル及び班員名 

発表領域 氏名 タイトル 日本語 英語 

Ａ〈環境・郷土〉 
山田ふうこ、長島 咲太、

五十嵐沙月、海原 透矢 

外来種対策～クビアカを撃退！ 〇  

Ｂ〈職業・産業・福

祉〉 

寺内  音和、柳澤 

央佑、渡辺 将有 
職場改革のすすめ 〇  

Ｃ〈伝統文化・国際

理解〉 

木村香乃音、針谷 采芽、

太田美紗希、酒庭 友里 

日本の着物文化を再び ‑ Let's 和

服のアップデート 
〇  

 

■SGH クラブ研究班発表 

氏名 タイトル 日本語 英語 

出井 公人、原 悠馬、 

磯田 新太  

Toward a Sustainable Society Promotion of 

Garbage Separation ～ work with Malaysian 

students～ 

 〇 

相田 紘夏、内田 小温、 

大嶋 美聖乃 

Realization of Autonomous learners 

～International Collaborative Development 

of Rubric as a Self-evaluation tool ～ 

 〇 

猪瀬 遥大、青山 怜慈、 

赤塚 真理、岩地 優 

災害被害を最小限に抑えるまちづくり～減災

を中心とした環境都市～ 
〇  

 

■高校１年発表  

高１年 氏名 タイトル 日本語 英語 

篠原 彩絢 
減災につながる避難場所  

～避難場所に足りないものとは何か～ 
〇   

中村 そのか 
「居場所」を通して  

貧困・虐待に苦しむ佐野市の子どもを救うために 
〇   

尾花  彩華  加藤 

瞳 
余剰米でお肌つやつや計画！ 〇   

小松﨑 寛人 関根 

圭汰  

横塚 功樹 

Be reborn Tochigi citizens! ～the road to becoming 

the healthiest in Japan through international 

collaboration ～ 

  〇 

荒川 成瑠 佐野の飲食業界に新風を 〇   

笹村 色織 
臨機応変に対応できる社会へ！～With オンライン

授業～ 
〇   
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■高校２年発表（13:30-14:30） 

順 高２年 氏名 タイトル 
日本

語 
英語 

１ 矢部 くるみ 大学生に求められる英語力と現状 〇   

２ 小林 杏珠 
フェアトレードを通して フェアな世界へ 

To be the fair world through fair trade 
  〇 

３ 加藤 真結花 萌えキャラで地域活性化!! 〇   

４ 岡部 豪太 

再生可能エネルギー導入推進政策の比較検討 

Exploring "the best policy" to introduce renewable energy 

with AI 

  〇 

５ 中島 碧 ニラ消毒液の開発 〇   

６ 川俣 蒼生 
デジタル教材の普及 

Promotion of digital textbooks 
  〇 

 

 

■ポスター投票結果（ポスター優秀生徒には賞状授与） 

高校１年 

 

高校２年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 学年組番 組番 年 組 番 氏名 男女 ひらがな 投票数

1 1109 109 1 1 9 尾花　彩華 余剰米の有効活用法 女 おばな　あやか 58

1 1111 111 1 1 11 加藤　瞳 余剰米の有効活用法 女 かとう　ひとみ 58

2 1114 114 1 1 14 小松﨑　寛人栃木県を全国一の健康県に！ 男 こまつざき　ひろと 56

2 1140 140 1 1 40 横塚　功樹 栃木県を全国一の健康県に！ 男 よこづか　こうき 56

2 1120 120 1 1 20 関根　圭汰 栃木県を全国一の健康県に！ 男 せきね　けいた 56

3 1138 138 1 1 38 山口　敏弥 ベトナム人技能実習制度が抱える問題 男 やまぐち　としや 39

4 1209 209 1 2 9 小野　悠人 食品ロスを減らすには 男 おの　ゆうと 32

順位 学年組番 組番 年 組 番 氏名 男女 ひらがな 投票数

1 2316 316 2 3 16 加藤　真結花萌えキャラで佐野市を活性化！ 女 かとう　まゆか 68

2 2233 233 2 2 33 山﨑　理紗子海外文化を用いた小学校英語教育 女 やまざき　りさこ 58

3 2124 124 2 1 24 津久井　友貴方言文化の伝承に対する意識と県民性 男 つくい　ともき 49

4 2430 430 2 4 30 中島　碧 ニラ消毒液の開発 女 なかじま　あおい 32

5 2301 301 2 3 1 青木　華瑚
～自分に合ったオリジナルな生活習慣～

免疫力を上げて、病気にならない生活リズムを作る 女 あおき　かこ 31
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■生徒の課題研究ポスター（例） 

 

  

高校 2 年ポスター例 

 （上 2 段の 5 枚） 

 

 

高校 1 年ポスター例 

 （下段 3 枚） 
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（２）他校種への普及活動 ～佐野市立天明小学校への出前授業～ 

・日時 令和２(2020)年９月２５日（金） 

・目的 小学生に SDGs への関心を持ってもらう 

 ・内容 小学２年生、４年生、６年生に対し、多角的に物事を見ることが求められるデ 

ィベートを通じて SDGs について考える授業を行った。  

 ア 小学２年生の授業 

  「エコバッグとレジ袋はどちらが良いか」というテーマで、プラスチックゴミ問題に

ついて考えてもらうことを目的に授業を行った。小学２年生にとってディベートをする

ことは難易度が高いため、エコバッグとレジ袋のメリット・デメリットを考えた。A５

サイズの紙にメリット・デメリットを書き出し、黒板に貼り付けて意見交換をした。こ

の授業を通して、小学生は多角的な考え方を学んだ。 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 小学４年生の授業 

 ２年生と同様、４年生もプラスチックゴミ問題を考えてもらうことを目的に授業を行っ

た。小学生は、お菓子の過剰包装について賛成か反対か、自分の意見を赤白帽で表した。

小学生の間で活発な意見交換が行われ、「そういう考えもあったのか」「なるほど」とい

う声が多く上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 小学６年生の授業 

 「コンビニエンスストアは24時間営業を続けた方がいいかどうか」というテーマで、働

くことや経済活動について考えてもらうことを目的に授業を行った。高校生がコンビニの

２４時間営業のメリット・デメリットをプレゼンした後、小学生同士で意見交換をした。

高校生のプレゼンの中には「夜中に不審者に襲われた際に逃げ込める場所の役割をコンビ

ニが果たしている」など、今まで気づかなかったコンビニの意義が話されており、小学生

は高校生の話をよく聞いていた。 
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エ 生徒の感想 

 私は６年生の授業を主に担当しました。反省点は多々ありましたが、何より小学生同士

の話し合いがとても活発で、真剣にSDGsについて考えてくれたことがありがたかったで

す。また後日、下校中に私たちに気づいた天明小の子どもたちが「とても楽しかったで

す！」と話しかけてくれ、やってよかったと心から感じました。 

 

 ただでさえ難しいSDGsの概要を、どのようにして小学生に理解してもらうかという課

題に対して、チームメンバーと共に、数ヶ月にわたって念入りに準備をし、授業を行いま

した。結果は成功に終わり、小学生からは「楽しかった」という声が聞こえて嬉しかった

です。これからも学生という立場から、地域に貢献した活動を進めていきたいです。                         

 

 今回「ディベートを通したSDGsの認知度向上」という目的は達成できたと思います。

しかし、ターゲットを広げていく上での問題点なども多く浮上しました。今後はそれらを

踏まえ、改善していきたいです。 

 

 自分たちが伝えたいことを、果たしてそのまま伝えて理解してもらえるのか？という疑

問が常にありました。しかし、小学生たちは授業に積極的に参加してくれて、こちらの予

想以上の内容にまで掘り下げてくれました。また、今回の授業を通して、自分の新たな面

を見ることができた気がします。協力してくださった方々、本当にありがとうございまし

た。 
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（３）各種行事、講演会等での発表・大会、コンテスト等への参加 

 ア SGHクラブ研究班 

  （ア） とちぎの高校生課題研究等発表会（県主催） 

      ① 日時 令和２(2020)年11月7日（土） 

      ② 場所 本校英語演習室、オンライン 

      ③ 参加者SGHクラブ海外班（6名） 

      ④ 内容 県内数校が課題研究等を発表した。佐野高校は SGHクラブ海外班の２グループ    

がマレーシアセント・テレサ校等との国際協働研究を英語で発表した。 

 

  イ 第３回全国高校生SRサミット～FOCUS～（立命館宇治高等学校主催） 

      ① 日時 令和２(2020)年11月14日（土）、15日（日） 

      ② 場所 本校PC室、オンライン 

      ③ 参加者 SGHクラブ海外班、国内班（計15名） 

      ④ 内容 他校の高校生等及び日本に留学中の国際学生（大学）と SDGsに関わる各校のプロジ 

        ェクトの課題について協働で取り組み、その解決策を検討することを通して、互いに学び 

        高め合う機会とする。各分野に専門性を持つ社会人の方もメンターで入った。 

  

  ウ 本県水俣高校合同SGHクラブ研究班（国内）中間発表 

    ① 日時 令和2(2020)年12月18日（金） 

       熊本県立水俣高等学校と合同で中間発表を行った。詳細は 10ページ参照 

 

  エ 第３回全国高校生フォーラム（文科省主催） 

      ① 日時 令和２(2020)年12月20日（日）13:00-16:00 

      ② 場所 本校PC室、オンライン 

      ③ 参加者 SGHクラブ海外班（５名） 

      ④ 内容 マレーシア FWを含む研究内容を英語で発表 

 

  オ 2020年度ぼうさい甲子園（毎日新聞社など主催） 

      ① 日時 令和３(2021)年１月17日（日） 

      ② 場所 オンライン 

      ③ 参加者 本校生徒会 

      ④ 内容 優れた防災教育を顕彰するぼうさい甲子園で、本校が「しなやかｗｉｔｈコロナ賞」 

        に選ばれた。新型コロナウイルスの感染拡大で、各校が文化祭を中止する中、生徒会を中 

        心に感染防止策を徹底して開催し、成功させたことが評価された。 

 

  カ 第３回全国高校生SRサミット～AFTER FOCUS～（立命館宇治高等学校主催） 

      ① 日時 令和３(2021)年２月13日（土） 

      ② 場所 本校PC室、オンライン 

      ③ 参加者 SGHクラブ海外班、国内班（計12名） 

      ④ 内容 SRサミット以降のその後の研究成果を全国の高校生と互いにシェアした。 
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  キ CIECコンピュータ利用教育学会 U-18の部 研究発表 

      ① 日時 令和３(2021)年３月21日（日） 

      ② 場所 本校PC室、オンライン 

      ③ 参加者 SGHクラブ海外班（３名） 

      ④ 内容 マレーシアのコンピュータ機器を利用した国際協働研究の成果を発表（日本語） 

 

  ク 第３回WWL×SGH探究甲子園 日本語プレゼンテーション部門 発表 

      ① 日時 令和３(2021)年３月21日（日） 

      ② 場所 本校PC室、オンライン 

      ③ 参加者 SGHクラブ海外班（３名） 

      ④ 内容 マレーシアの高校生との国際協働研究の成果を発表（日本語） 

 

  ケ 日本地理学会春季学術大会 2021 高校生ポスターセッション 発表 

      ① 日時 令和３(2021)年３月26日（日） 

      ② 場所 本校PC室、オンライン 

      ③ 参加者 SGHクラブ国内班（３名） 

      ④ 内容 国内班３班のうち１つが研究成果をオンラインで発表（日本語） 

 

     

３ ディベ―ト班 

 ア 文部科学省後援 PDA全国高校即興型ディベート合宿・大会 2020 

    ① 日時 令和2(2020)年８月８日（土）、９日（日） 

    ② 場所 本校英語演習室、オンライン 

    ③ 参加者 SGHクラブディベート班（10名） 

    ④ 内容 即興型のディベートを行い、生徒2名がベスト POI賞を受賞。また、１年生チームは７

戦６勝、２年生チームも強豪校を破るなど、好成績を残した。 

 

イ 第12回D-1英語ディベート選手権大会兼第 15回全国高校生英語ディベート大会栃木県予選大会 

     ① 日時 令和2(2020)年11月３日（火） 

      ② 場所 栃木県立宇都宮高等学校 

    ③ 参加者 SGHクラブディベート班（23名） 

    ④ 内容 準備型のディベートの試合を行い、県大会 Aリーグ学校別３位となり、全国大会への出

場権を獲得した。 

 

ウ 文部科学省後援 第６回 PDA高校生即興型英語ディベート全国大会  

     ① 日時 令和2(2020)年12月19日（土）,20日（日） 

      ② 場所 本校英語演習室、オンライン 

    ③ 参加者 SGHクラブディベート班（3名） 

    ④ 内容 メンバーの一人がベストディベーター賞を受賞するなど、即興でディベートの試合を行

った。また、予選全勝し全国ベスト８に入賞した。 
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 エ 第15回全国高校生英語ディベート大会 

     ① 日時 令和2(2020)年12月26日（土）,27日（日） 

      ② 場所 本校英語演習室、オンライン 

    ③ 参加者 SGHクラブディベート班（4名） 

    ④ 内容 準備型のディベートで、予選を 4勝1敗1分けし、全国大会で５位に入賞することがで

きた。 

 

 オ 第10回日本高校生パーラメンタリーディベート連盟杯栃木県大会 

    ① 日時 令和3年(2021)年1月31日（日） 

    ② 場所 各自自宅、オンライン 

    ③ 参加者 SGHクラブディベート班（23名） 

    ④ 内容 1人5分の持ち時間がある難易度の高い即興型のディベート大会で優勝。全国大会への出

場権を獲得した。 

 

 カ 栃木県英語ディベート冬季大会 

    ① 日時 令和3年(2021)年3月13日（土）予定 

    ② 場所 各自自宅、オンライン 

    ③ 参加者 SGHクラブディベート班（23名） 

    ④ 内容 今年度最後の県大会で、即興型のディベートを行う。 

 

 キ 第10回日本高校生パーラメンタリーディベート連盟杯 

    ① 日時 令和3(2021)年3月21日(日)、22日（月）予定 

    ② 場所 本校英語演習室、オンライン 

    ③ 参加者 SGHクラブディベート班（3名） 

    ④ 内容 1人5分(決勝トーナメントは7分)の持ち時間がある即興型ディベート大会。 

         上位入賞校には、副賞として海外研修等が贈られる。 

 

３ フランス語班 

ア 東日本高校生フランス語暗唱コンクール参加  

  ① 日時 令和３(2021)年2月26日（金）13:00～17:00 

      ② 場所 本校英語演習準備室、オンライン 

    ③ 参加者 フランス語班（２名） 

    ④ 内容 文学作品の一遍を暗唱する。  
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 （４）各種広報活動（SGH通信の発行履歴） 

号数 タイトル

№０１ SGHアドバイザーオンライン会議を行いました

№０２ 佐野高校生バレエ海外留学

№０３ 学校教育デザイン講話（オンライン研修）

№０４ マレーシア・セントテレサ校とオンライン会議

№０５ 宇都宮大学大久保達弘先生（農学部教授）ウェビナー開催

№０６ 宇都宮大学栗原俊輔研究室とオンライン交流

№０７ 宇都宮大学大久保達弘先生（農学部教授）ウェビナー2回目

№０８ NPO法人エコロジーオンライン・ウェビナー開催

№０９ スリランカの小学校と最初のオンライン交流

№１０ SNS適性利用啓発リーフレット贈呈式

№１１ SGHクラブ海外班・セントテレサ校とオンラインミーティング

№１２ JICA筑波を訪問しました

№１３ マダガスカルの現地とオンライン交流

№１４ アジア開発銀行中根誠人先生講話（校内）

№１５ 第1回SGH運営指導委員会報告

№１６ ディベート班大会報告

№１７ 小松俊明先生（東京海洋大学教授）ウェビナー

№１８ SGH海外班・St.Teresa校との協働研究開始

№１９ 高1地域リーダーズシンポジウム開催

№２０ SGHクラブ・ヴェトナムFPT高校と合同ワークショップ

№２１ 上岡先生SGHウェビナー

№２２ 市立天明小学校FW

№２３ 高２英語プレゼンコンテスト

№２４ 科学部「集まれ！理系女子」第4回九州大会参加

№２５ SGH国内班HUG体験報告

№２６ ディベート班報告

№２７ SGH国内班研究中間発表会

№２８ 台湾慈済日本支部インタビュー調査

№２９ ディベート班報告

№３０ ディベート班報告

№３１ SGHクラブ海外班研究中間発表会

№３２ とちぎ高校生課題研究等発表会

№３３ CIECコンピュータ利用教育学会参加決定

№３４ 第3回WWL×SGH探究甲子園参加決定

№３５ 校内SGH課題研究成果発表会

№３６ 日本地理学会参加決定

№３７ 第3回全国高校生SRサミットAFTER FOCUS参加報告

№３８ スリランカの小学校と2回目のオンライン交流
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